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「
石
垣
原
合
戦
記
」
は
福
岡
藩
藩
祖
黒
田
如
水
（
孝
高
）
と
そ
の
子
長
政
に
つ
い
て
、
黒
田
家
が
筑

前
五
十
二
万
石
の
大
大
名
に
上
り
詰
め
る
契
機
と
な
っ
た
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
の
関
ヶ
原
合
戦
、

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
九
州
で
起
こ
っ
た
、
現
在
で
は
九
州
の
関
ヶ
原
合
戦
と
も
呼
ば
れ
、
徳
川
方
（
東

軍
）
の
如
水
と
旧
豊
後
の
領
主
で
あ
り
石
田
方
（
西
軍
）
に
与
し
た
大
友
義
統
が
激
突
し
た
石
垣
原
合

戦
を
中
心
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
不
明
で
あ
る
が
、
黒
田
家
に
つ
い
て
は
史
実
と
そ
れ
ほ
ど
乖

離
せ
ず
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
黒
田
家
に
縁
の
あ
る
人
物
、
具
体
的
に
い
え
ば
福
岡
藩
士
な

ど
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
成
立
の
時
期
も
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
正
確
な
と
こ
ろ
は
不

明
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
諸
侯
の
官
名
、
と
り
わ
け
上
杉
氏
の
官
名
か
ら
延
宝
三
(
-
六

七
五
）
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
常
山
紀
談
」
に
記
さ
れ
て
い
る
逸
話
を
参
考
に
し
た
と
考
え

る
と
、
そ
の
成
立
年
代
は
さ
ら
に
下
り
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿

で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
本
史
料
の
内
、
「
関
ヶ
原
一
乱
発
井
諸
大
名
奥
方
人
質
之
事
」
か
ら
「
実
相
寺
山

二
而
首
実
検
之
事
」
ま
で
を
紹
介
す
る
。
以
下
、
今
回
掲
載
部
分
で
特
徴
的
な
点
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

こ
の
史
料
の
一
番
の
特
徴
は
黒
田
如
水
、
さ
ら
に
は
黒
田
家
を
賞
賛
す
る
意
図
で
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
目
す
べ
き
は
如
水
の
人
物
描
写
で
あ
る
。
如
水
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
逸

話
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
如
水
と
い
う
人
物
を
生
き
生
き
と
し
た
「
人
」
と
し
て
描
き
、
無
味
乾
燥
な

聖
人
君
主
、
神
の
よ
う
に
は
描
い
て
い
な
い
点
は
す
ぐ
れ
た
「
伝
記
」
物
の
性
格
を
強
め
て
い
る
と
考

え
る
。
具
体
的
に
は
、
如
水
夫
人
・
長
政
夫
人
が
石
田
方
か
ら
逃
れ
て
大
坂
を
脱
出
し
、
如
水
の
い
る

中
津
城
に
着
い
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
如
水
の
喜
び
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

如
水
が
終
生
側
室
を
置
か
ず
、
正
室
の
幸
円
と
睦
ま
じ
か
っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
喜
び

石
垣
原
合
戦
記

【
解
題
上
】

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
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は
妻
と
息
子
の
嫁
の
無
事
を
喜
ぶ
純
粋
な
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
怒
り
の
描
写
が
し

ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
喜
怒
哀
楽
を
隠
さ
な
い
人
間
ら
し
い
如
水
が
そ
こ
に
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
史
料
は
如
水
の
晩
年
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
を
描
い
た
「
伝
記
」
と
い
う
見
方
も
で
き

る
。
書
名
の
通
り
「
戦
記
」
と
し
て
の
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
見
出
し
か
ら
も
分
か
る
通
り
十
三
の

内
六
つ
に
如
水
の
名
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
含
ま
れ
て
な
い
も
の
で
も
如
水
が
主
語
と
な
る
も
の
も

合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
三
つ
増
え
、
ほ
ぼ
三
分
の
二
の
場
面
が
如
水
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
「
戦
記
」
・
「
軍
記
」
、
さ
ら
に
そ
れ
を
昇
華
さ
せ
て
「
文
学
」
と
い
え
w
o
r
k

of a
r
t
技
巧
が
施
さ
れ
て
い
る
場
面
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
「
軍
記
」
に
は
定
番
の
一
騎
打
ち
で

あ
る
。
石
垣
原
合
戦
で
は
個
人
戦
か
ら
集
団
戦
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
世
初
期
に
は
珍
し
く

両
軍
の
名
の
あ
る
武
将
、
黒
田
家
重
臣
井
上
之
房
と
大
友
家
重
臣
吉
弘
統
幸
が
一
騎
討
ち
を
し
て
お
り
、

こ
れ
は
「
黒
田
家
譜
」
な
ど
に
も
類
似
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
点
が
「
軍
記
」
と
し
て
の
性
格
を
特
徴

付
け
て
い
る
。
一
方
、
久
野
次
左
衛
門
・
曽
我
部
五
右
衛
門
の
最
期
に
つ
い
て
は
「
あ
へ
な
く
石
垣
原

の
露
と
消
に
け
り
」
、
「
終
に
討
死
致
し
け
る
そ
む
さ
ん
也
」
と
あ
り
「
文
学
」
的
表
現
が
な
さ
れ
て
い

る
。
他
に
も
兄
弟
愛
を
描
い
た
場
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
兄
の
大
野
勘
右
衛
門
が
大
友
方
の
宗
像
掃

部
に
討
た
れ
そ
う
に
な
る
が
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
弟
の
休
也
（
久
弥
）
に
助
け
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

ふ
か
ず

「
黒
田
家
譜
」
に
は
勘
右
衛
門
が
対
決
し
た
の
は
宗
像
掃
部
で
は
な
く
深
栖
七
右
衛
門
、
休
也
（
久
弥
）

は
小
田
原
又
左
衛
門
、
と
あ
る
。
こ
の
史
料
の
「
文
学
性
」
・
「
物
語
性
」
を
高
め
る
た
め
に
作
者
が
敢

え
て
創
作
性
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
石
垣
原
合
戦
と
い
う
合
戦
を
単
に
伝

え
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
作
者
の
信
念
の
よ
う
な
も
の
を
こ
の
作
品
に
吹
き
込
み
た
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
た
め
、
正
確
な
史
実
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
部
分
も
あ
る
。

こ
の
史
料
の
価
値
は
、
作
者
不
明
な
が
ら
、
他
の
「
戦
記
」
・
「
軍
記
」
作
品
に
劣
ら
ず
近
世
に
生
き

石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記

・
伝
記
史
料

（上）

rらモ
寸リ

友と

隆：



【
釈
文
】

豊
後
国
石
垣
原
合
戦
記
目
録

た
人
々
の
価
値
観
・
意
識
、
武
士
に
対
す
る
評
価
も
採
り
得
る
点
に
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
史
料
の
検
討
の
た
め
に
用
い
た
「
黒
田
家
譜
第
十
二
巻
•
第
十
三
巻
如
水
記
」
は
隠
退
し

た
如
水
、
と
り
わ
け
石
垣
原
合
戦
時
を
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
他
の
巻
と
異
な
り
軍
記
的
要
素
（
軍

記
文
学
的
要
素
）
が
強
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
仮
説
は
黒
田
騒
動
を
記
し
た
「
忠
之
記
」
と
実
録
体

小
説
「
箱
崎
釜
破
故
」
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
黒
田
家
譜
」
の
「
文
学
性
」
に
つ
い
て

明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

(
1
)
見
出
し
相
当
部
分
は
太
字
に
し
た
。

(
2
)
史
料
中
に
は
適
宜
注
を
付
し
、
必
要
な
場
合
は
補
注
番
号
を
加
え
、
史
料
末
尾
に
列
記
し
た
。

(
3
)
原
文
に
読
点
（
、
）
を
加
え
、
ま
た
並
列
点
(
.
)
を
適
宜
挿
入
し
た
ほ
か
は
、
文
章
体
裁
を
含

め
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と
し
た
。
た
だ
し
、
行
下
り
は
字
詰
め
の
た
め
原
文
と
は
異
な
る
。

(
4
)
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
た
。

(
5
)
原
史
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
古
体
・
異
体
・
略
体
な
ど
の
文
字
は
便
宜
上
活
字
体
に
直
し
た
。

ま
た
変
体
仮
名
は
江
・
而
．
者
の
ほ
か
は
全
て
平
仮
名
に
改
め
た
。

(
6
)
誤
用
の
訂
正
や
註
釈
の
た
め
右
側
に
丸
括
弧
を
付
し
傍
注
を
加
え
た
。

(
7
)
墨
抹
で
本
来
の
文
字
が
読
め
な
い
場
合
は
■

記
号
、
墨
抹
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
本
来
の
文

字
に
訂
正
が
あ
る
場
合
は
そ
の
右
側
に
訂
正
文
字
を
付
し
た
。
こ
の
場
合
、
原
文
に
あ
る
文
字
な

の
で
丸
括
弧
は
用
い
な
い
。
文
字
の
解
読
が
で
き
な
い
場
合
に
は
口
記
号
な
ど
で
表
現
し
た
。
そ

の
際
右
側
に
想
定
さ
れ
る
文
字
や
注
記
（
虫
食
い
な
ど
）
な
ど
を
丸
字
括
弧
内
に
適
宜
付
し
た
。

関
ヶ
原
一
乱
発
井
諸
大
名
奥
方
人
質
之
事
、

／
如
水
公
・
長
政
之
奥
方
、
中
津
江
送
り
奉
ル
事
、

／

す
ミ

如
水
公
、
木
附
ノ
城
御
順
見
之
事
、

／
大
友
義
統
、
豊
後
国
下
向
之
事
、

／
如
水
公
、
中
津
城
御
出

（
マ
マ
・
正
）
（
マ
マ
・
使
ヵ
）

馬
之
事
、

／
石
垣
原
合
戦
之
事
、

／
実
相
寺
山
二
而
首
実
検
之
事
、

／
加

藤

清

政

倹

者

之

事、

／
大
友
義
統
、
降
参
之
事
、
／
筑
後
柳
川
城
責
井
如
水
公
扱
ヲ
入
給
ふ
事
、

／
上
方
勢
敗
北
、

如
水
公
上
洛
之
事
、

／
如
水
公
、
鹿
ヶ
谷
御
留
滞
之
事
、

／
筑
前
入
国
之
事
、

【
凡
例
】

石
垣
原
合
戦
記
九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上

（
マ
マ
）

一
、
大
閤
秀
吉
公
御
他
界
之
刻
、
御
老
中
い
つ
れ
も
御
前
に
召
寄
ら
れ
、
仰
渡
さ
れ
け
る
ハ
、
猶
、
子

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

豊
臣
秀
頼
公
い
ま
た
御
幼
君
に
て
ま
し
ま
せ
ハ
、
御
後
見
と
し
て
東
国
三
拾
三
ケ
国
ヲ
徳
河
内
府
家

（
マ
マ
）

康
公
二
御
預
ヶ
有
り
、
毛
利
宰
相
輝
元
に
御
預
ヶ
ヘ
し
、
秀
頼
十
五
オ
ニ
及
候
ハ
ヽ
、
天
下
ヲ
相
渡
ヘ

き
由
二
而
、
起
請
文
ヲ
な
す
セ
ら
れ
、
則
、
両
将
領
掌
に
有
け
れ
者
、
太
閤
御
他
界
ま
し
ま
す
、
神
と

（
マ
マ
）

も
あ
か
め
、
豊
国
大
明
神
正
一
位
大
政
大
臣
と
そ
申
奉
る
二
、
家
康
公
ハ
関
八
州
の
内
、
弐
百
万
石
ヲ

（
一
六

0
0
)

預
ヶ
せ
ら
れ
し
事
な
れ
ハ
、
権
威
弥
増
に
て
、
武
家
の
な
ら
ひ
事
な
れ
は
、
慶
長
五
年
に
至
り
け
れ
者
、

（
マ
マ
）
大
閤
の
五
奉
行
職
、
石
田
治
部
少
輔
三
成
叛
逆
ヲ
企
、
秀
頼
公
の
命
と
し
て
西
国
の
諸
士
ヲ
か
た
ら

い
、
関
東
ヲ
片
む
け
ん
と
計
り
事
ヲ
め
く
ら
し
け
る
、
大
名
衆
に
は
、
浮
田
中
納
言
・
毛
利
宰
相
輝
元
・

（
マ
マ
・
兵
ヵ
）
（
弘
ヵ
）
1
5

筑
前
中
納
言
秀
秋
・
嶋
津
文
庫
頭
義
久
・
小
西
摂
津
守
行
長
・
安
国
寺
両
慶
長
老
・
大
谷

（

吉

継

）

（

マ

マ

・

守

）

1

刑
部
少
輔
・
立
花
飛
騨
頭
・
垣
見
和
泉
守
・
熊
谷
内
蔵
之
丞
・
上
杉
弾
正
大
弼
景
勝
と
ふ
を
初
メ

（
マ
マ
）

と
し
て
諸
大
名
雲
雰
の
如
く
濃
州
青
野
原
二
集
り
け
る
、
拐
、
家
康
公
方
の
人
々
に
は
、
加
賀
大
納
言

（

忠

興

）

（

秀

政

）

2

5

（
マ
マ
）
2
3

（
マ
マ
）

21

（
マ
マ
）

2

利
家
卿
•
井
伊
掃
部
頭
直
政
•
本
多
中
務
少
輔
・
酒
井
雅
楽
頭
・
細
川
越
中
守
・
小
笠
原
兵
部
・
福

（
家
政
）

（

正

則

）

（

マ

マ

・

中

ヵ

）

嶋
左
衛
門
太
夫
•
田
川
兵
部
大
輔
・
池
田
三
左
衛
門
輝
政
・
蜂
須
賀
阿
波
守
・
大
久
保
加
賀
守
・
鍋

嶋
加
賀
・
伊
達
陸
奥
守
・
奥
平
藤
兵
衛
•
藤
堂
大
学
頭
・
京
極
若
狭
守
・
安
藤
帯
刀
・
成
瀬
隼
人
・
黒

（
マ
マ
）

田
甲
斐
守
長
政
等
ヲ
初
と
し
て
無
二
之
忠
臣
と
し
て
内
府
の
命
ヲ
そ
承
り
け
れ
は
、
依
之
隠
居
如
水

（
マ
マ
・
奥
脱
ヵ
）

公
、
関
東
一
味
ヲ
な
し
玉
ひ
、
然
ル
処
に
大
坂
城
下
に
ま
し
ま
す
諸
大
名
方
を
秀
頼
公
ヨ
リ
人
質

と
し
て
城
中
江
入
ら
れ
ん
と
の
事
定
り
け
れ
者
、
黒
田
長
政
公
の
御
屋
敷
二
ま
し
ま
す
如
水
公
の
御
台

（
保
科
氏
・
栄
姫

・
大
涼
院
）

所
井
長
政
公
之
御
内
室
御
両
所
を
何
卒
中
津
ノ
城
下
江
送
り
遣
し
な
ん
と
そ
、
家
臣
栗
山

（
備
後
•
利

安
）
（

母
里
）
（
マ
マ）
（
友
信
）

四
郎
右
衛
門
・
毛
利
大
兵
衛
心
を
合
セ
て
、
其
志
ヲ
な
し
て
申
け
る
ハ
、
今
程
御
主
人
方
関
東
方
御

一
味
二
而
有
ハ
大
坂
方
江
人
質
二
出
し
て
は
以
の
外
の
不
忠
た
る
べ
し
、
此
上
は
、
天
満
橋
町
何
某
ヲ

か
た
ら
い
、
御
忍
申
へ
し
と
て
、
則
、
か
の
町
人
ヲ
召
出
し
て
、
何
卒
貴
殿
我
々
に
一
味
ヲ
な
し
て
蜜

に
か
く
ま
い
奉
り
呉
よ
と
頼
ミ
け
れ
は
、
両
人
喜
悦
し
て
さ
ら
は
御
忍
び
申
奉
り
ら
ん
と
そ
、
頓
而
天

満
橋
町
江
移
し
奉
り
、
御
両
所
下
女
の
姿
と
な
し
奉
り
、
一
間
有
る
所
二
置
奉
り
、
宮
崎
織
部
ヲ
附
添
、

此
者
も
町
人
と
見
せ
掛
て
御
養
育
ヲ
な
し
奉
る
、
御
屋
敷
ニ
ハ
吉
田
宮
内
か
妻
女
、
殊
の
外
御
台
所
の

御
姿
に
似
た
り
け
る
故
に
打
掛
ヲ
着
セ
て
そ
、
奥
方
の
鉢
に
も
て
な
し
て
そ
置
二
け
り
、
去
程
に
大
坂

方
之
石
田
治
部
少
輔
、
大
谷
刑
部
少
輔
と
申
合
て
、
此
上
ハ
関
東
弥
征
伐
有
べ
き
故
二
、
敵
方
之
奥
方

ヲ
も
人
質
二
取
置
て
敵
方
ヲ
変
改
サ
セ
、
一
味
二
加
へ
申
へ
し
と
て
、
大
勢
之
武
士
ヲ
出
し
て
諸
大
名

（
細
川
ガ
ラ

シ
ャ
）

之
家
敷
／
＼
ヲ
廻
り
候
に
、
既
二
細
川
越
中
守
忠
興
の
家
敷
江
押
け
れ
は
、
此
御
台
所
聞
召
て
、
の
た

ま
わ
く
、
御
つ
れ
合
も
今
度
家
康
公
江
無
二
と
之
御
知
ら
セ
有
ル
上
ハ
、
い
か
て
か
敵
方
二
人
質
と
し

豊
後
国
石
垣
原
一
乱
記

関
ヶ
原
一
乱
発
井
諸
大
名
奥
方
人
質
之
事

（
守
友
隆
）
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て
出
へ
き
、

さ
ら
者
恥
辱
ヲ
取
ん
よ
り
ハ
と
て
御
守
刀
ヲ
抜
給
ひ
て
御
自
害
有
し
ハ
、
其
家
二
火
ヲ
掛

て
一
時
に
焼
立
け
り
、
依
之
大
坂
中
火
災
に
依
て
周
章
す
る
事
な
＞
め
な
ら
す
、
上
ヲ
下
江
そ
か
ゑ
し

け
り
、

（
マ
マ
）

一
、
大
坂
大
火
二
及
ひ
け
れ
は
、
栗
山
四
郎
右
衛
門
・
毛
利
太
平
と
申
合
テ
、
扱
て
そ
宜
敷
計
り
事
有

り
、
唯
今
ノ
火
災
に
寄
て
兎
角
御
台
所
ヲ
参
宮
道
者
と
な
し
奉
り
御
背
中
二
御
抜
ヶ
合
セ
奉
り
て
宮
崎

（
安
尚
）

35

織
部
ヲ
且
又
道
者
と
な
し
、
御
供
申
け
れ
ハ
、
栗
山
四
郎
右
衛
門
ハ
家
来
大
勢
召
連
テ
、
半
丁
程
跡
ヨ

リ
備
し
て
見
送
り
奉
る
、
是
ハ
若
又
不
慮
な
る
事
も
有
時
は
、
一
働
し
て
追
払
わ
ん
と
の
計
り
事
也
、

毛
利
太
兵
衛
ハ
川
口
番
所
の
か
た
わ
ら
二
大
勢
家
来
ヲ
引
具
し
て
朱
大
身
の
鎗
ヲ
ぬ
き
か
け
来
り
、
若

又
番
所
に
て
御
急
難
も
あ
ら
者
、
防
き
戦
わ
ん
と
の
事
な
り
、
既
二
此
番
所
に
来
ら
セ
給
ひ
、
番
人
共

（
マ
マ
）

是
ヲ
見
て
咎
メ
け
れ
は
、
宮
崎
織
部
、
伊
勢
参
宮
の
よ
し
を
申
所
に
、
毛
利
太
平
大
イ
の
目
玉
ヲ
む
き

出
シ
て
申
け
る
ハ
、
我
は
大
谷
刑
部
少
輔
下
知
に
依
而
妥
二
有
り
、
此
火
災
に
依
て
若
諸
大
名
之
奥
方

忍
ひ
な
ら
れ
ん
事
も
や
と
て
改
の
為
と
し
て
唯
今
改
メ
置
た
り
、
返
す
／
＼
、
と
申
け
れ
は
、
依
之
番
人

、
頓
而
中
津

（
マ
マ
・
虎
ヵ
）

も
咎
メ
ず
し
て
ゆ
る
し
け
れ
ハ
、
御
台
所
疫
口
の
急
難
も
た
や
す
く
の
か
れ
給
ひ
て
（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

の
城
下
二
来
り
け
る
御
舟
に
乗
セ
奉
る
、
船
頭
松
本
孫
七
郎
か
し
づ
き
奉
れ
ハ
、
毛
利
太
平
も
御
供

し
て
大
坂
川
ロ
ヲ
出
帆
し
て
、
順
風
に
て
そ
下
ら
セ
給
ひ
、
栗
山
四
郎
右
衛
門
、
は
り
ま
の
友
う
ら
ま

て
来
り
て
、
此
所
ヨ
リ
舟
の
り
て
そ
中
津
の
城
下
へ
そ
急
き
け
る
、

（
マ
マ

・
勘

解

由

ヵ

）

（

マ

マ

）

豊
前
国
中
津
城
に
は
、
黒
田
如
水
公
鱈
~
江
韮
と
号
、
御
隠
居
二
て
ま
し
ま
す
、
先
年
大
閤
秀
吉

セ
イ

ハ

ツ

（

マ

マ

）

公
、
九
州
征
伐
の
時
、
如
水
公
ヲ
毛
利
輝
元
の
軍
目
附
と
し
て
附
添
置
給
ひ
し
に
、
薩
摩
国
耳
川
の
戦

（
マ
マ
）

37

巧
に
依
而
豊
前
国
八
郡
之
内
、
中
津
ノ
城
六
郡
拾
弐
万
石
ヲ
如
水
二
下
さ
れ
、
小
倉
ノ
城
二
郡
毛
利

（

勝

信

）

（

マ

マ

・
府
田
ヵ
）

壱
岐
守
に
そ
下
さ
れ
け
り
、
今
度
長
政
と
共
二
関
東
方
二
御
志
ヲ
な
し
給
ひ
、
折
節
、
豊
後
国
府
内
ノ

城
主
竹
中
源
助
環
益
詞
来
駕
有
り
け
れ
は
、
中
津
ノ
城
下
之
茶
屋
二
て
も
て
な
し
、
終
ハ
御
物
語
ヲ
な
し

給
ひ
て
、
後
二
源
助
も
帰
ら
れ
け
る
所
に
上
方
ヨ
リ
長
政
公
ノ
飛
脚
至
り
来
し
け
れ
者
、
御
書
ヲ
披
見

下

上

あ
る
に
徳
川
府
内
家
康
公
、
今
度
上
杉
景
勝
謀
叛
之
聞
へ
有
け
る
に
寄
て
陸
奥
国
江
御
進
発
あ
る
に
、

下
野
国
宇
都
宮
に
御
滞
座
の
お
り
か
ら
、
御
跡
に
て
上
方
勢
雲
霧
之
如
く
石
田
治
部
少
輔
叛
逆
二
随
ひ
、

（
マ
マ
・
居
）
（
マ
マ
・
右
）
（
元
忠
）

一
番
二
伏
見
之
城
御
留
主
居
鳥
井
彦
左
衛
門
ヲ
責
落
し
、
美
濃
国
青
野
か
原
二
出
張
し
て
御

跡
を
さ
へ
き
り
て
、
す
て
に
御
一
戦
に
相
極
上
ハ
、
諸
国
二
敵
城
多
し
、
御
油
断
有
ル
ヘ
か
ら
す
、
其

石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

如
水
公
、
木
附
城
御
順
見
之
事

如
水
公
・
長
政
公
之
奥
方
、
中
津
江
送
り
奉
る
事

（
守
友
隆
）

（

マ

マ

・

督

ヵ

）

ッ

ケ

上
、
大
友
左
兵
衛
尉
義
統
、
秀
頼
公
の
命
二
寄
て
豊
後
国
江
下
向
す
る
由
風
聞
仕
候
由
得
て
告
知

ら
セ
ら
れ
け
れ
は
、
如
水
公
驚
き
給
ひ
、
さ
ら
者
源
助
も
遠
く
ハ
行
れ
ま
し
、
早
、
呼
寄
来
ル
ヘ
し
と

の
事
な
れ
は
、
早
速
使
者
ヲ
立
ら
れ
る
に
、
頓
而
源
助
も
来
ら
れ
け
る
、
如
水
公
の
た
ま
わ
く
、
既
二

大
坂
方
に
て
石
田
治
部
少
輔
叛
逆
に
紛
な
し
、
其
上
、
大
友
義
統
、
豊
後
国
江
下
向
す
る
由
な
れ
は
、

貴
殿
事
弥
我
々
二
随
ひ
聞
東
方
御
一
味
あ
ら
は
、
家
を
お
こ
さ
る
＞
の
も
と
ひ
な
る
へ
し
と
の
事
な
れ

は
、
源
助
も
じ
だ
ん
セ
ら
れ
て
、
夫
ヨ
リ
軍
評
定
有
り
て
そ
帰
ら
れ
け
る
、
如
水
公
ハ
家
老
井
上
九
郎

（

マ

マ

・

右

）

（

之

房

）

（

判

読

不

能

）

左
衛
門
其
外
諸
士
ヲ
召
寄
ら
れ
て
、
軍
評
定
有
ル
所
に
御
□

口
所
申
上
け
る
は
、
御
城
の
要
害
ヲ

第
一
と
し
て
御
普
請
ヲ
な
し
給
ふ
へ
し
と
そ
申
上
け
れ
は
、
如
水
公
ノ
た
ま
わ
く
、
成
ル
ほ
と
端
城
二

而
随
分
堅
固
二
普
請
ヲ
な
す
へ
し
、
本
城
は
普
請
二
及
ま
し
、
我
計
り
事
ヲ
方
寸
ノ
内
二
め
く
ら
す
に

於
は
、
敵
軍
何
万
騎
寄
セ
来
ル
共
、
城
外
に
出
張
し
て
軍
巧
ヲ
な
し
ぬ
ら
者
、
中
々
城
二
寄
来
ル
事
有

ル
ヘ
か
ら
す
、
是
運
ヲ
以
謀
事
を
め
く
ら
し
の
備
也
、
我
愚
将
に
し
て
計
事
薄
く
軍
命
つ
き
ぬ
る
に
於

（

咸

陽

宮

）

（

学

）

（

国

櫃

）

（

鎖

）

は
、
唐
土
の
か
ん
や
う
き
う
ヲ
マ
ナ
ひ
、
城
ヲ
石
の
か
ろ
ふ
と
に
入
れ
、
天
ヨ
リ
く
さ
り
を
以
テ
つ
り

上
た
り
と
も
勝
利
ヲ
得
る
事
有
べ
か
ら
す
、
兎
角
城
附
用
金
ヲ
以
テ
諸
牢
人
ヲ
招
キ
寄
、
召
抱
ル
事
肝

要
な
り
と
て
、
御
触
を
な
し
て
有
け
れ
は
、
如
水
の
英
勇
才
覚
ヲ
賞
美
し
奉
り
て
、
我
も
／
＼
集
り
け

る
、
豊
後
国
木
附
城
は
細
川
越
中
守
忠
興
ノ
留
主
城
二
し
て
、
家
老
松
井
佐
渡
・
有
吉
四
郎
右
衛
門
、

小
勢
二
而
籠
り
け
る
、
越
中
守
ヨ
リ
も
今
度
我
関
東
方
無
二
な
れ
は
、
貴
殿
事
随
分
堅
固
二
し
て
黒
田

如
水
近
隣
二
有
ハ
彼
ヲ
頼
而
、
諸
事
申
合
す
へ
し
と
の
事
な
れ
は
、
何
れ
も
畏
り
け
る
所
に
如
水
公
此

事
心
元
な
く
思
召
れ
、
御
船
に
乗
セ
給
ひ
、
領
分
□

々
ヲ
御
順
覧
二
有
り
て
後
、
木
附
城
江
そ
来
駕
有

ル
、
松
井
・
有
吉
、
城
中
要
害
等
の
事
ヲ
御
差
図
二
任
セ
奉
ら
ん
事
を
願
ひ
け
れ
ハ
、
夫
々
に
御
差
図

有
て
、
頓
而
中
津
江
御
帰
り
ま
し
ま
す
、
拐
、
大
友
義
統
、
上
方
ヨ
リ
下
向
す
る
ヨ
リ
、
此
上
は
使
者

ヲ
立
テ
、
関
東
一
味
ヲ
す
A

め
ぬ
ら
ん
と
思
召
て
、
宇
治
勘
七
ヲ
使
者
と
し
て
周
防
之
国
ノ
上
ノ
関
と

（
マ
マ
）

言
所
に
得
て
遣
し
置
給
ひ
、
拐
、
仰
越
れ
け
る
ハ
、
今
度
左
兵
衛
尉
殿
事
、
秀
頼
公
の
仰
二
依
、
豊
後

（
マ
マ

・
諫
ヵ
）

国
江
下
向
之
由
、
然
ル
処
二
石
田
治
部
少
輔
叛
逆
に
企
、
我
等
御
勇
ヲ
申
候
者
、
今
度
家
康
公
、

仁
義
の
政
務
二
依
て
関
東
ヨ
リ
此
ヲ
し
つ
め
ら
る
A

、
依
而
大
友
殿
我
に
随
ひ
候
得
ハ
、
関
東
江
申
直

フ
タ
、
ヒ

・

（
マ
マ
）

し
て
我
家
ヲ
再
ひ
引
お
こ
し
給
ハ
ん
事
治
定
な
り
、
其
上
、
大
閤
の
御
恩
徳
多
き
と
い
へ
と
も
、
石
田

（
マ
マ
）

元
来
邪
よ
り
起
り
て
既
二
御
寒
気
ヲ
蒙
ら
る
A

、
弥
関
東
方
御
一
味
有
度
し
、
其
儀
御
相
談
の
為
、
直

二
中
津
の
城
下
江
御
来
駕
と
願
ひ
奉
り
候
由
ヲ
そ
委
細
二
申
遣
さ
れ
け
る
、

大
友
義
統
、

豊
後
国
下
向
之
事

（
マ
マ
・
督
ヵ
）

大
友
左
兵
衛
尉
義
統
ハ
、
大
友
宗
麟
公
の
子
に
し
て
、
元
ハ
九
州
探
題
職
ヲ
蒙
る
、
然
ル
処
、
義

統
家
督
し
て
其
家
ヲ
お
こ
す
処
に
、
先
年
高
麗
陣
の
時
、
小
西
摂
津
守
行
長
の
居
城
、
是
ハ
大
明
国
近

3
 



石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

し
、
其
使
に
大
友
義
統
、
大
軍
に
て
つ
な
き
城
ヲ
堅
メ
ラ
ル
、
是
は
、
若
小
西
大
軍
二
取
巻
れ
危
か
ら

ん
時
救
之
為
也
、
其
次
二
黒
田
長
政
の
家
来
小
河
伝
右
衛
門
の
端
城
ヲ
近
く
す
る
所
に
大
明
国
ヨ
リ
鞘

鞘
ヲ
か
た
ら
い
、
日
本
ノ
勢
ヲ
防
き
け
る
に
、
大
軍
百
万
騎
二
て
小
西
か
籠
ル
城
ヲ
取
巻
キ
け
る
、
摂

津
守
計
り
事
ヲ
廻
ら
し
数
度
戦
と
い
へ
共
、
目
二
あ
ま
り
大
勢
な
る
上
、
鞘
鞄
人
殊
の
外
強
勇
ヲ
振
ひ

働
き
け
れ
は
、
終
二
小
西
敗
軍
し
て
逃
け
れ
と
も
、
大
友
救
ひ
ヲ
出
す
事
な
く
、
戦
す
し
て
朝
鮮
の
都

（

信

章

）

江
落
行
け
れ
は
、
小
西
ハ
頼
二
小
河
伝
右
衛
門
小
城
迄
落
行
て
一
命
ヲ
助
け
る
、
伝
右
衛
門
、
殊
の
外

の
勇
将
二
て
、
此
所
に
て
さ
へ
け
り
、
味
方
の
勢
来
り
救
ひ
け
る
と
か
や
、
此
事
肥
前
国
名
護
屋
之
城

（
マ
マ
）

二
告
知
ら
セ
け
る
は
、
伝
右
衛
門
に
ハ
は
つ
く
ん
の
御
忠
賞
ヲ
給
り
、
大
友
ハ
臆
病
な
り
と
て
大
閤
殊

の
外
御
怒
り
有
、
所
領
召
上
ら
れ
、
中
国
毛
利
輝
元
二
御
預
ヶ
有
ル
、
御
勘
気
ヲ
蒙
ル
事
か
数
年
斯
の

（
マ
マ
）

如
く
な
る
、
面
目
ヲ
失
ふ
所
に
、
今
度
毛
利
輝
元
の
指
図
二
依
て
大
坂
江
左
兵
衛
尉
ヲ
召
寄
セ
ら
れ
、

（
マ
マ
）

秀
頼
公
上
意
有
り
而
、
貴
殿
事
数
年
大
閤
の
御
勘
気
ヲ
蒙
ル
と
い
へ
共
、
此
度
召
さ
れ
再
ひ
豊
後
国
ヲ

賜
る
へ
し
、
随
分
忠
勤
ヲ
す
へ
し
、
尤
、
九
州
二
敵
多
し
、
是
ヲ
亡
ス
ヘ
き
の
よ
し
の
上
意
に
て
御
馬

（
マ
マ
）

百
疋
、
鎗
百
本
、
鉄
飽
百
丁
、
金
黄
三
千
枚
ヲ
御
引
出
二
そ
下
さ
れ
け
れ
は
、
大
友
昔
の
家
臣
と
も
聞

伝
へ
馳
加
り
け
る
故
に
、
大
軍
二
て
大
坂
ヨ
リ
数
百
艘
舟
に
乗
り
出
帆
し
て
上
ノ
関
江
そ
来
り
け
る
、

時
二
如
水
公
の
使
者
宇
治
勘
七
罷
出
、
如
水
公
の
使
者
ヨ
リ
の
一
書
ヲ
渡
し
け
れ
は
、
大
友
家
老
田
原

紹
忍
受
取
て
、
夫
ヨ
リ
詮
儀
ヲ
な
し
て
頓
而
返
書
ヲ
出
さ
れ
け
る
、
尚
又
口
上
ヲ
以
テ
申
さ
れ
ル
ハ
、

（
マ
マ
）

既
に
拙
者
儀
、
今
度
秀
頼
公
の
上
意
二
依
て
豊
後
国
江
下
向
致
し
候
、
此
上
如
水
公
儀
、
殊
二
大
閤
の

（
マ
マ
、
裏
ヵ
）

御
旧
恩
た
る
上
は
、
早
速
関
東
ヲ
浦
か
へ
り
、
早
ク
拙
者
二
随
ひ
無
二
と
の
忠
義
ヲ
は
け
ま
る
ヘ

し
、
此
上
ハ
秀
頼
公
二
申
達
し
、
宜
敷
執
成
致
ス
ベ
き
な
れ
ば
、
豊
後
国
下
着
之
靭
り
、
早
々
如
水
公

江
も
罷
出
ら
れ
軍
評
定
ヲ
な
し
、
忠
巧
二
依
て
ハ
大
国
ヲ
数
多
下
さ
る
へ
き
の
条
、
弥
御
了
簡
然
ル
ヘ

し
と
て
返
書
ヲ
な
し
け
る
、
勘
七
受
取
て
そ
帰
り
け
る
、
是
そ
軍
の
根
元
と
な
る
、

如
水
公
、
中
津
城
御
出
馬
之
事

（
マ
マ
）

黒
田
如
水
公
ハ
宇
治
勘
七
ヲ
使
者
と
し
て
大
友
左
兵
衛
之
尉
江
遣
し
給
ひ
し
後
、
何
分
返
答
有
や
と

（
マ
マ
）

相
待
給
ひ
し
所
二
、
中
津
之
海
辺
ヨ
リ
見
物
の
者
来
り
て
註
進
仕
り
け
る
ハ
、
御
台
所
方
の
御
舟
と
相

見
江
、
は
る
か
に
帆
印
相
見
ル
由
な
れ
ハ
、
如
水
公
聞
シ
召
さ
れ
、
拐
こ
そ
／
＼
目
出
度
、
帆
印
出
世

の
も
と
ゐ
と
の
た
ま
い
て
、
頓
而
浜
辺
江
出
ら
れ
け
れ
ハ
、
御
舟
も
次
第
／
＼
と
近
寄
、
頓
而
浜
辺
江

着
岸
す
折
節
汐
引
け
れ
ハ
、
御
家
中
諸
士
ヲ
始
め
／
＼
し
て
、
大
勢
に
て
御
舟
を
な
き
さ
に
引
よ
せ
、

頓
而
御
台
所
御
両
所
ヲ
中
津
の
城
江
入
れ
奉
れ
ハ
、
如
水
公
御
喜
悦
不
斜
折
節
、
中
津
の
町
に
有
ル
歌

舞
致
ス
役
者
を
召
出
さ
れ
て
、
是
ヲ
御
慰
の
為
と
て
舞
台
ヲ
掛
さ
セ
、
興
行
を
さ
セ
ら
る
A

、
諸
士
ヲ

（
マ
マ

・
悠
長
）

始
メ
町
人
ま
て
見
物
被
仰
付
に
、
誠
に
一
乱
の
時
に
至
り
て
如
水
公
の
御
ゆ
う
ち
ゅ
う
御
英
勇
の
程
を

誉
奉
ら
ぬ
ハ
な
か
り
け
り
、
既
二
大
友
義
統
、
豊
後
国
に
下
着
し
け
れ
者
、
旧
恩
の
地
と
し
て
よ
し
ミ

の
者
多
か
り
し
そ
、
我
も
／
＼
と
招
に
応
し
て
随
ひ
け
れ
者
、
大
軍
と
な
る
由
、
註
進
ス
ル
事
櫛
し
の

は
を
引
か
如
し
、
懸
る
所
に
宇
治
勘
七
も
帰
り
く
れ
者
、
右
之
次
第
ヲ
聞
シ
召
如
水
公
以
の
外
御
怒
り

有
テ
、
さ
ら
ハ
我
出
馬
し
て
大
友
ヲ
一
討
亡
し
、
殊
二
延
引
セ
ハ
ゆ
＞
し
き
一
大
事
と
成
り
、
其
用
意

有
所
に
、
豊
後
国
木
附
城
ヨ
リ
松
井
佐
渡
・
有
吉
四
郎
右
衛
門
、
飛
脚
を
立
、
急
キ
告
け
る
に
、
既
二

大
友
義
統
、
豊
後
国
二
入
込
て
、

一
番
二
我
レ
／
＼
居
城
取
巻
責
立
候
処
、
二
の
丸
ま
て
責
落
さ
れ
、

ゴ

ツ
メ

漸
二
本
丸
相
残
、
防
戦
ひ
候
間
、
何
卒
と
早
々
御
加
勢
を
出
さ
れ
、
後
詰
を
な
し
下
さ
れ
候
ハ
ヽ
、
勇
々

敷
事
ハ
罷
成
申
へ
し
と
そ
、
急
き
告
来
り
け
れ
ハ
、
如
水
公
聞
シ
召
、
扱
て
そ
一
大
事
と
ハ
成
難
し
、

出

若
、
城
を
責
落
し
ぬ
ら
ハ
、
弥
敵
軍
威
勢
を
振
ハ
ん
事
治
定
也
、
此
上
ハ
九
月
九
日
二
弥
御
馬
有
へ
き

と
そ
仰
有
け
る
、
井
上
九
郎
右
衛
門
・
栗
山
四
郎
右
衛
門
其
外
何
茂
申
上
け
る
ハ
、
九
日
ハ
悪
日
に
相

当
り
候
間
、
日
限
御
吟
味
有
度
よ
し
を
申
上
け
れ
者
、
如
水
公
仰
有
け
る
ハ
、
い
や
（
軍
に
善
悪
の

チ
ク
ト
ウ
（
マ
マ
）

日
柄
な
し
と
そ
被
仰
け
る
、
則
、
九
月
九
日
御
首
途
卜
極
り
け
る
、
御
祝
義
ヲ
立
給
ひ
自
御
着
倒

を
付
ら
れ
け
る
、
栗
山
四
郎
右
衛
門
遺
帽
環
一
備
、
井
上
九
郎
右
衛
門
屯
帽
砺

一
備
、
毛
利
太
兵
衛
彗
蝉杭卜号

46

（

祐

直

）

47

（
マ
マ

・
左）

48

一
備
、
後
藤
大
之
助
・
野
村
市
右
衛
門
一
備
、
久
野
治
右
衛
門
・
曽
我
部
五
郎
右
衛
門
一
備
、
黒

（

一

正

）

53

（
マ
マ
・
平
ヵ
）

51

田
安
太
夫
・
時
枝
長
太
夫
・
池
ノ
内
次
右
衛
門
・
馬
杉
喜
右
衛
門
一
備
、
其
外
諸
士
備
へ
／
＼
に

（
マ
マ
）

都
合
其
勢
弐
千
五
百
余
騎
と
そ
着
倒
に
そ
付
給
ひ
、
夫
々
に
仰
渡
さ
れ
け
る
ハ
、
扱
も
勇
々
敷
備
物
か

（
マ
マ

・
功
ヵ
）

な
、
忠
勤
せ
ら
る
へ
し
、
知
行
の
諸
士
ハ
軍
巧
二
依
て
ハ
加
増
の
領
地
を
遣
し
、
又
ハ
足
軽
の
者

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

と
も
に
は
、
其
巧
有
る
に
依
て
武
士
二
取
立
、
感
状
ヲ
給
わ
り
と
の
上
意
有
、
極
々
弥
木
附
城
後
詰
簡

（

屈

強

）

断
有
へ
か
ら
す
、
石
垣
原
こ
そ
く
つ
き
よ
ふ
の
戦
場
な
れ
ハ
、
騎
馬
の
か
け
引
自
由
な
ら
ん
と
先
陣
・

テ
ク
ハ
リ

二
陣
に
手
配
ヲ
定
メ
ら
れ
次
第
を
乱
さ
れ
、
追
々
に
そ
打
立
け
る
、
如
水
公
ハ
後
陣
に
旗
本
勢
を
引
く

（
マ
マ
•
新
右
衛
門
ヵ
）5
5

セ
ら
れ
、
御
旗
本
奉
行
之
竹
森
清
左
衛
門
御
拝
印
ハ
四
半
之
吹
貫
風
に
な
ひ
か
し
て
こ
そ
う
た
セ

け
る
、
勇
々
敷
こ
そ
見
江
に
け
り
、

（
マ
マ
）

一
、
如
水
公
者
、
九
月
九
日
二
中
津
城
ヲ
御
出
馬
ヲ
有
り
て
、
先
一
番
に
豊
後
国
府
内
城
主
竹
中
源
助

の
籠
り
け
る
に
、
使
者
ヲ
立
給
ひ
仰
遣
さ
れ
け
る
ハ
、
既
二
先
頃
御
約
束
の
如
く
拙
者
儀
出
馬
ヲ
致
し

て
早
々
軍
勢
を
出
さ
る
べ
し
と
そ
申
遣
さ
れ
ハ
、
源
助
答
て
奉
り
け
る
者
、
拙
者
事
、
頃
日
不
快
に
て

罷
あ
り
候
間
、
保
養
ヲ
加
へ
追
付
罷
出
越
可
申
由
な
り
と
言
け
れ
者
、
如
水
公
殊
の
外
御
怒
り
有
て
、

拐
て
そ
源
助
心
替
り
と
相
み
へ
た
り
、
軍
陣
の
血
祭
り
と
し
て
一
番
に
源
助
か
首
ひ
つ
さ
け
て
然
ル
ヘ

き
と
て
、
頓
而
御
旗
ヲ
府
内
方
江
押
セ
ら
る
＞
、
竹
中
源
助
、
是
を
見
て
、
拐
者
一
大
事
と
成
た
り
、

此
上
者
、
人
質
を
出
す
へ
し
迎
、
子
息
主
膳
を
以
、
軍
兵
ヲ
差
添
江
遣
し
け
れ
ハ
、
如
水
公
是
を
受
取

（
守
友
隆
）

石
垣
原
合
戦
之
事

4
 



給
ひ
テ
、

又
元
の
如
く
そ
軍
勢
を
引
セ
け
る
所
二
冨
木
城
垣
見
和
泉
守
の
留
主
居
垣
見
利
右
衛
門
、
城

代
と
し
て
有
け
る
か
、
城
内
ヨ
リ
兵
を
出
し
て
如
水
公
の
通
り
給
ふ
往
還
ヲ
さ
へ
き
り
け
れ
ハ
、
栗
山

タ
テ

四
郎
右
衛
門
一
備
に
て
暫
く
矢
軍
を
な
し
追
立
け
れ
者
、
こ
ら
江
兼
て
城
中
に
こ
そ
逃
け
る
を
追
付
て

（
マ
マ
）

敵
之
首
を
数
多
く
取
、
川
端
二
ご
く
も
ん
に
こ
そ
掛
置
ヶ
れ
け
る
＞
、
然
ル
に
大
友
左
兵
衛
尉
義
統
ハ

豊
後
国
江
下
向
し
て
旧
恩
の
諸
士
我
も
／
＼
と
馳
集
り
、
頓
而
大
軍
と
そ
成
り
に
け
る
、
然
ル
共
、
城

カ
マ
エ

地
と
て
も
な
か
り
け
れ
ハ
、
先
一
番
二
木
附
城
を
責
落
し
て
是
に
要
害
を
構
江
根
城
と
な
し
、
九
州
を

（
マ
マ
・
統
幸
）

59

（
鎖
続
）

6

0

6

1

（
マ
マ
・
竹
田
ヵ
）

平
均
す
へ
し
と
て
極
り
、
軍
大
将
二
吉
弘
加
兵
衛
幸
統
・
宗
像
掃
部
・
都
甲
兵
部
・
笛
津

62

（
統
栄
）

63

志
摩
・
吉
良
伝
右
衛
門
等
を
む
ね
と
の
士
と
し
て
都
合
其
勢
二
千
余
騎
、
木
付
城
ヲ
取
巻
責
立
け
れ
ハ
、

（
マ
マ
）

松
井
・
有
吉
防
戦
ふ
と
い
へ
と
も
、
大
軍
な
れ
ハ
荒
手
ヲ
入
替
／
＼
責
立
、
終
二
ニ
の
丸
迄
の
り
破
ら

ゴ

ツ

メ

れ
、
本
丸
二
て
そ
さ
A

へ
け
り
、
然
ル
処
に
如
水
公
軍
附
後
詰
の
為
に
出
来
ル
よ
し
聞
へ
け
れ
者
、
吉

弘
嘉
兵
へ
申
け
る
ハ
、
如
水
公
者
九
州
第
一
の
名
将
に
て
、
殊
二
大
軍
な
れ
者
、
中
々
此
所
に
て
戦
う

65

（
マ
マ
）

事
然
る
へ
か
ら
す
、
石
垣
原
者
党
究
之
広
野
な
れ
ハ
、
此
城
は
打
捨
置
テ
石
垣
原
に
そ
出
張
し
て
軍
配

を
備
へ
け
り
、
此
所
立
石
が
一
里
余
り
な
り
、
大
友
義
統
、
立
石
と
言
所
に
小
高
き
山
に
本
陣
を
備
江
、

家
老
田
原
紹
忍
ヲ
引
添
へ
旗
本
勢
を
引
具
セ
ら
る
＞
、
扱
、
如
水
公
の
先
陣
江
者
黒
田
安
太
夫
・
時
枝

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

長
太
夫
・
池
ノ
内
次
右
衛
門
軍
勢
を
引
卒
し
て
石
垣
原
江
出
馬
ヲ
す
A

め
け
れ
ハ
、
大
友
方
の
吉
弘

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

嘉
兵
衛
幸
統
軍
配
を
堅
メ
、
宗
像
掃
部
・
都
甲
兵
部
等
ヲ
初
メ
右
軍
・
左
軍
に
備
へ
け
る
、
軍
兵
ヲ
す
＞

ト
キ
ノ
コ
エ

め
騎
馬
を
な
し
て
鯨
波
を
合
ス
ル
程
て
そ
あ
れ
、
矢
種
子
を
お
し
ま
す
討
立
、
鑓
を
ひ
ね
り
て
相
互
に

か
A

り
合
し
か
、
如
水
公
さ
ん
／
＼
に
か
け
な
や
ま
さ
れ
、
既
二
敗
軍
と
見
江
け
る
に
吉
弘
か
手
勢
得
た

り
や
、
か
し
こ
し
と
言
ま
A

に
左
右
ヨ
リ
切
て
入
れ
者
、
討
る
A

雑
兵
数
を
知
ら
す
、
黒
田
・
時
枝
・

池
ノ
内
薄
手
少
々
合
て
叶
し
と
や
思
ひ
け
ん
跡
を
見
す
し
て
逃
行
け
れ
ハ
、
吉
弘
嘉
兵
衛
下
知
し
て
、

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

永
追
無
用
と
引
退
、
元
の
陣
場
に
備
江
け
る
、
二
陣
久
野
次
右
衛
門
、
生
歳
十
歳
の
若
武
者
、
心
剛

に
し
て
勇
猛
人
二
者
勝
れ
け
れ
者
、
味
方
の
先
陣
敗
軍
を
見
て
、
拐
も
浅
間
敷
負
軍
か
な
、
某
軍
巧
ヲ

な
し
如
水
公
の
御
感
に
預
る
へ
し
、
殊
に
先
年
高
麗
陣
の
時
、
野
村
市
右
衛
門
と
拙
者
ハ
長
政
公
ノ
先

（
マ
マ
）

陣
た
る
に
数
度
軍
配
を
争
し
事
な
れ
ハ
、
野
村
も
後
陣
に
有
る
事
な
れ
者
、
此
節
こ
そ
我
高
麗
名
を
顕

し
先
年
之
恥
辱
を
雪
へ
し
と
思
ひ
け
れ
は
、
軍
勢
江
下
知
ヲ
な
し
て
か
A

れ
ノ
＼
、
と
言
ま
A

に
一
番
に

（
マ
マ
）

馬
を
乗
り
出
す
所
に
、
曽
我
部
五
右
衛
門
、
久
野
が
馬
ノ
く
つ
わ
を
と
ら
へ
て
、
勇
メ
け
る
、
既
二
先

陣
敗
軍
仕
り
候
、
時
二
如
水
公
被
仰
候
事
ハ
、
久
野
ハ
若
年
な
れ
と
も
殊
の
外
心
剛
し
て
武
勇
に
さ
と

し
く
、
は
や
り
の
侍
な
れ
は
、
貴
殿
を
此
手
の
副
将
に
添
置
間
、
随
分
勇
軍
二
励
へ
し
と
の
上
意
な
り
、

敵
方
の
吉
弘
と
申
者
ハ
名
有
る
勇
士
に
し
て
計
り
事
人
勝
し
、
只
今
芝
居
に
た
む
ろ
ふ
を
仕
る
、
必
定

計
り
事
あ
り
て
伏
兵
所
二
多
し
、
殊
に
味
方
ハ
小
勢
也
、
敵
は
大
軍
な
れ
ハ
、
中
々
急
戦
有
事
然
る
ヘ

か
ら
す
、
追
付
三
陣
の
井
上
も
大
軍
に
て
お
し
来
り
給
わ
ん
な
れ
ハ
、
是
を
待
受
て
こ
そ
御
合
戦
候
て

（
マ
マ
）

と
そ
し
き
り
に
勇
し
か
と
も
、
久
野
請
に
用
ひ
す
し
て
、
い
や
／
＼
さ
わ
有
へ
か
ら
す
、
貴
殿
も
続
れ

石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

（
守
友
隆
）

よ
、
そ
ふ
た
い
軍
は
勢
の
多
少
に
寄
る
へ
か
ら
す
、
運
に
依
而
勝
る
に
千
里
の
外
に
な
セ
は
、
い
か
て

後
陣
二
大
軍
ヲ
頼
ミ
や
ミ
／
＼
と
待
居
事
、
口
惜
き
次
第
也
、
以
て
忠
戦
し
敵
味
方
の
目
を
驚
か
し
て

名
を
後
に
残
す
へ
し
と
、
鞍
を
加
江
あ
ヲ
り
立
／
＼
敵
軍
間
近
く
そ
鑓
を
ひ
ね
り
て
す
＞
み
け
る
、
曽

我
部
五
右
衛
門
、
今
ハ
カ
に
及
ひ
難
し
、
騎
馬
を
進
メ
て
勇
ミ
け
り
、
軍
勢
一
同
に
か
A

り
け
れ
ハ
、

吉
弘
嘉
兵
衛
、
是
を
見
て
計
り
事
を
極
メ
つ
＞
、
わ
さ
と
小
勢
ヲ
随
へ
て
間
近
く
な
れ
ハ
、
責
戦
ひ
テ
、

吉
弘
態
と
引
退
く
を
追
つ
ひ
て
切
て
入
る
、
吉
弘
又
も
取
て
か
へ
し
て
鑓
を
合
セ
て
戦
し
か
、
さ
つ
と

引
、
久
野
計
事
と
言
事
等
夢
に
も
知
ら
す
、
敵
先
陣
の
戦
ひ
二
つ
か
れ
た
る
者
を
し
き
り
に
追
立
／
＼
馬

け
む
り
を
な
し
て
名
乗
り
か
け
（
、
吉
弘
目
か
け
て
責
入
る
処
に
、
後
の
谷
ヨ
リ
伏
兵
さ
つ
と
起
り
て

前
後
よ
り
取
包
む
、
久
野
、
今
者
討
死
と
心
ヲ
極
メ
、
蜘
手
十
文
字
に
突
て
ハ
か
け
入
／
＼
、
敵
兵
数
多

討
取
け
れ
ハ
深
手
数
ヶ
所
負
ひ
、
弥
吉
弘
目
か
け
突
か
く
る
に
久
野
家
来
ハ
今
度
俄
二
召
抱
し
新
参
の

者
多
か
り
け
れ
者
、
敵
兵
二
切
立
ら
れ
て
叶
は
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
行
衛
も
し
れ
す
落
失
け
る
、
普
代

の
士
、
命
も
惜
し
ま
す
、
大
勢
ノ
中
に
か
け
入
れ
ハ
、
此
時
久
野
は
、
吉
弘
か
手
に
て
三
本
鑓
に
突
上
ヶ

ら
れ
て
、
あ
へ
な
く
石
垣
原
の
露
と
消
に
け
り
、
曽
我
部
五
右
衛
門
ハ
敵
兵
を
追
立
／
＼
、
勝
に
ほ
こ
り

け
る
所
二
久
野
討
死
の
よ
し
を
聞
て
、
此
上
ハ
生
な
か
ら
へ
て
如
水
公
二
何
に
面
目
二
御
目
見
江
を
な

す
へ
し
、
思
ひ
定
め
て
敵
の
む
ら
か
る
中
に
突
て
入
、
能
敵
一
両
人
討
取
て
、
終
に
討
死
致
し
け
る
そ

む
さ
ん
也
、
吉
弘
は
勝
時
を
三
度
上
さ
セ
て
、
久
野
・
曽
我
部
か
首
立
石
の
本
陣
に
送
り
遣
し
、
実
検

に
そ
備
へ
け
る
、
然
ル
処
に
黒
田
家
の
三
陣
井
上
九
郎
右
衛
門
尉
之
房
・
野
村
市
右
衛
門
遺
蝶
戸
大
軍
を

（
マ
マ
）

引
卒
し
、
石
垣
原
江
来
け
る
に
最
早
軍
も
始
り
、
先
陣
は
敗
軍
し
て
二
陣
久
野
・
曽
我
部
も
討
死
し

刻
な
れ
者
、
井
上
九
郎
右
衛
門
、
野
村
市
右
衛
門
に
向
ひ
て
申
し
け
る
ハ
、
敵
ハ
名
有
勇
士
な
れ
は
、

（
マ
マ
・
レ
カ
）

計
り
事
甚
勝
た
り
、
是
此
度
の
一
戦
ノ
分
目
と
覚
ゆ
る
な
れ
ハ
、
我
ル
計
り
事
ヲ
廻
ら
し
て
吉
弘

ケ
す

ヲ
討
取
へ
し
、
幸
、
向
ふ
に
丸
山
の
有
れ
者
、
是
を
小
立
と
取
て
勝
負
ヲ
決
す
へ
し
、
必
は
や
り
返
た

る
事
然
ル
ヘ
か
ら
す
、
我
下
知
を
用
ゆ
へ
し
と
士
卒
に
触
さ
セ
て
、
頓
而
丸
山
に
来
り
小
立
に
取
て
芝

居
を
な
し
て
敵
の
か
＞
る
を
待
か
け
た
り
、
然
る
処
に
大
友
方
ノ
吉
弘
嘉
兵
衛
一
備
、
宗
像
掃
部
一
備

と
引
分
／
＼
二
備
を
致
し
て
木
附
ノ
城
の
松
井
佐
渡
・
有
吉
四
郎
右
衛
門
も
木
附
の
城
の
敵
、
石
垣
原

タ
イ

に
出
テ
け
る
故
二
、
手
勢
少
々
城
二
残
し
置
て
石
垣
原
江
来
り
け
り
、
井
上
に
対
面
し
て
一
手
に
備
江

け
る
、
井
上
も
野
村
も
二
手
に
備
ヘ
テ
致
す
に
、
大
友
方
の
吉
弘
嘉
兵
衛
、
軍
配
を
な
し
て
鯨
波
を
と

ふ
と
上
ヶ
さ
せ
旗
印
ヲ
風
に
な
ひ
か
し
て
井
上
か
手
に
渡
り
逢
、
矢
種
を
お
し
ま
す
討
違
て
、
騎
馬
を

（
マ
マ
）

す
A

め
鑓
を
ひ
ね
り
て
暫
く
之
戦
し
か
、
吉
弘
何
と
か
思
ひ
け
ん
、
さ
つ
と
馬
を
引
退
二
、
井
上
も
士

卒
二
下
知
を
な
し
て
、
永
追
セ
す
と
元
の
芝
居
に
馬
を
息
を
休
メ
拍
へ
た
り
、
又
も
吉
弘
と
つ
て
か
へ

し
、
暫
く
戦
ひ
し
か
と
も
、
勝
負
も
悔
二
わ
か
ち
な
け
れ
ハ
、
又
も
吉
弘
嘉
兵
衛
引
退
く
、
然
と
も
井

上
別
し
て
永
追
セ
さ
れ
ハ
、
吉
弘
方
先
刻
ヨ
リ
ノ
戦
に
労
れ
し
士
卒
多
か
り
け
れ
ハ
、
計
り
事
も
成
就

（
マ
マ
）

セ
す
あ
ら
ん
果
て
そ
居
た
り
け
る
、
元
ヨ
リ
井
上
ハ
荒
手
な
る
上
、
計
り
事
廻
ら
し
け
る
故
に
手
勢
に

5
 



討
死
も
少
な
か
り
け
る
、
吉
弘
今
た
ま
り
兼
、
此
上
ハ
自
井
上
に
出
合
て
勝
負
を
決
し
名
を
末
代
に
残

す
ら
ん
と
思
ひ
定
メ
、
二
手
の
備
を
一
手
に
致
し
只
一
戦
と
極
メ
つ
A

鯨
波
を
し
き
り
に
上
さ
セ
、
矢

行
違
る
有
様
ハ
雨
の
如
し
、
井
上
も
今
そ
は
れ
の
勝
負
ご
さ
ん
な
れ
と
言
う
ま
＞
に
士
卒
に
下
知
を
な

し
て
、
大
太
刀
つ
は
も
と
よ
り
火
を
出
し
鑓
の
ほ
先
ハ
朱
を
そ
き
、
死
骸
ハ
広
野
に
た
ん
を
見
出
し
草

（
マ
マ
）

葉
者
紅
を
な
し
て
今
を
最
期
と
責
戦
、
既
に
乱
軍
と
な
り
に
け
る
所
に
吉
弘
嘉
兵
衛
尉
幸
統
と
名
乗
か

け
て
、
井
上
目
掛
騎
馬
を
す
A

め
け
る
に
、
少
し
小
河
の
流
れ
け
る
所
に
井
上
二
出
合
け
る
時
、
加
兵

（
マ
マ
）

衛
声
ヲ
か
け
て
申
け
る
ハ
、
井
上
殿
珍
敷
し
、
先
年
高
麗
陣
の
時
、
肥
前
国
名
古
屋
二
て
対
面
致
し
、

今
敵
味
方
と
な
り
て
再
会
仕
候
事
何
ヨ
リ
以
て
大
慶
二
候
、
然
る
上
者
武
士
の
本
意
、
只
一
せ
ん
に
勝

負
ヲ
決
し
申
さ
ん
と
言
け
れ
ハ
、
井
上
も
珍
敷
御
見
参
に
て
候
者
か
な
、
吉
弘
殿
ハ
名
を
得
し
勇
士
な

れ
ハ
、
い
て
鎌
鑓
心
見
を
な
し
給
へ
と
言
う
ま
＞
に
騎
馬
を
お
と
ら
セ
て
互
に
鑓
を
ひ
ね
り
て
丸
山
を

（

マ

マ

）

ア

ヨ

小
立
二
取
て
追
す
か
ひ
し
、
丸
山
を
廻
り
に
懸
り
け
る
に
、
初
の
程
は
井
上
追
わ
れ
て
危
ふ
く
見
江
し

か
、
い
か
A

し
た
り
け
ん
、
井
上
跡
に
成
り
て
吉
弘
を
目
懸
け
追
立
し
に
、
吉
弘
も
取
て
帰
し
て
鑓
を

（
マ
マ
）

合
セ
し
に
、
吉
弘
か
鑓
ハ
は
つ
れ
し
に
、
井
上
か
鑓
先
、
吉
弘
か
ほ
ふ
先
に
突
立
し
に
血
塩
流
れ
て
見

ヘ
け
る
に
、
吉
弘
い
か
二
思
ひ
け
ん
、
此
手
を
捨
て
野
村
市
右
衛
門
か
備
を
目
か
け
掛
入
ら
ん
と
し
た

り
け
る
処
に
打
立
て
首
を
取
ら
ん
と
セ
し
処
に
、
吉
弘
か
家
人
と
も
か
け
ヘ
タ
テ
戦
け
る
故
に
、
此
者

一
人
突
伏
け
る
故
に
吉
弘
か
の
か
れ
け
る
、
愛
に
小
栗
次
右
衛
門
と
言
者
あ
り
て
、
吉
弘
と
見
る
故
ニ

中
さ
し
の
矢
を
引
し
ぼ
り
て
つ
る
音
高
ク
切
て
は
な
せ
ハ
、
あ
や
ま
た
す
吉
弘
嘉
兵
衛
尉
か
胸
板
を
射

通
し
け
れ
ハ
、
馬
よ
り
ま
つ
さ
か
様
二
落
て
息
き
れ
け
れ
は
、
其
首
を
討
取
て
本
陣
江
こ
そ
引
退
く
、

宗
像
掃
部
ハ
野
村
市
右
衛
門
か
備
に
責
入
、
火
花
を
散
ら
し
て
戦
ひ
け
る
二
、
野
村
は
武
巧
の
者
な
れ

者
、
敵
兵
数
多
討
留
メ
追
立
／
＼
責
立
け
れ
ハ
、
討
る
＞
敵
兵
数
を
知
ら
す
、
宗
像
掃
部
も
是
迄
と
言

ま
A

に
野
村
ヲ
目
掛
て
突
て
か
A

る
所
に
大
野
勘
右
衛
門
得
た
り
や
か
し
こ
と
言
侭
に
暫
く
鑓
を
合
セ

っ
A

、
い
さ
組
留
メ
ん
と
互
に
馬
を
か
け
寄
、
馬
上
二
む
ん
す
と
組
合
て
、
ゑ
い
や
／
＼
と
押
合
し
か
、

（
マ
マ
）
フ
ミ

た
か
ひ
に
あ
ふ
み
ふ
踏
は
な
し
両
馬
か
あ
い
に
と
ふ
と
落
、
上
に
成
り
下
二
な
り
力
量
今
を
盛
ん
と

ミ
江
し
か
、
終
に
宗
像
掃
部
力
や
ま
さ
り
け
ん
、
大
野
勘
右
衛
門
を
組
敷
て
腰
刀
を
ぬ
き
は
な
し
、
既

（
マ
マ
・
久
弥
）
72

す
く

二
首
を
か
＞
ん
と
す
る
所
二
勘
右
衛
門
か
弟
大
野
休
也
と
言
者
、
兄
の
討
る
A

を
見
て
救
わ
ん
と

（
判
読
不
能
）

思
ひ
懸
来
り
て
、
後
ヨ
リ
太
刀
ふ
り
上
て
宗
像
掃
部
か
首
を
口

□

た
ま
さ
す
打
落
し
け
る
故
に
、
勘

（
マ
マ
）

（
マ
マ
・
虎
ヵ
）

右
衛
門
疫
口
の
難
を
の
か
れ
て
助
り
け
る
、
都
甲
兵
部
・
笛
津
志
摩
・
吉
良
伝
右
衛
門
何
れ
も

ツ
ヲ
＜

大
友
二
て
名
を
得
し
勇
士
と
も
強
く
戦
ひ
て
討
死
し
け
れ
ハ
、
雑
兵
と
も
大
将
討
れ
て
今
者
叶
わ
し
と

や
思
ひ
け
ん
、
思
ひ
／
＼
に
落
失
け
り
、
又
ハ
甲
冑
を
抜
て
如
水
江
降
参
す
る
者
数
多
知
ら
す
、
井
上
・

野
村
ハ
勝
時
を
作
り
か
け
／
＼
元
の
陣
場
江
そ
引
退
く
、

石
垣
原
合
戦
記
九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上

実
相
寺
山
二
而
首
実
検
之
事

一
、
如
水
公
は
頭
成
と
言
所
に
御
頷
勢
を
引
具
セ
ら
れ
て
真
先
に
四
半
の
吹
貫
押
立
さ
セ
、
石
垣
原
江

そ
出
給
ふ
所
に
、
向
ふ
の
方
よ
り
早
打
二
来
り
て
井
上
か
書
札
を
捧
け
、
石
垣
原
御
勝
利
の
事
共
を
言

上
ス
、
如
水
公
殊
の
外
御
機
嫌
勝
れ
給
ひ
、
頓
而
石
垣
原
ノ
こ
な
た
に
実
相
寺
山
二
本
陣
を
そ
す
江
ら

（
マ
マ
）

れ
け
れ
ハ
、
井
上
九
郎
右
衛
門
ヲ
初
メ
と
し
て
諸
士
残
ら
す
御
目
見
江
仕
り
て
首
実
検
を
な
し
給
ふ
、

（
マ
マ
）

軍
巧
の
し
う
ゆ
れ
つ
を
但
し
給
ふ
に
、
松
井
・
有
吉
も
御
目
見
江
に
出
け
る
、
採
小
栗
次
郎
右
衛
門
、

キ
ヅ

吉
弘
か
首
を
持
参
し
て
御
実
検
二
備
へ
奉
る
二
井
上
申
け
る
ハ
、
其
首
ハ
拙
者
鑓
疵
ヲ
致
し
置
た
り
、

ほ
う
先
に
鎌
鑓
の
有
り
し
と
申
け
れ
ハ
、
改
メ
御
覧
二
備
奉
二
、
は
た
し
て
其
疵
跡
あ
り
け
る
故
に
、

如
水
公
殊
の
外
御
感
心
有
之
、
井
上
は
鑓
付
、
小
栗
は
首
ヲ
取
り
し
と
安
納
に
御
感
状
ヲ
出
さ
れ
け
る
、

野
村
か
手
ヨ
リ
宗
像
掃
部
か
首
を
献
ス
る
二
是
又
御
感
状
ヲ
出
さ
れ
、
其
外
宗
徒
ノ
首
を
数
多
実
検
二

備
へ
奉
る
に
吉
良
伝
右
衛
門
か
首
は
見
江
さ
り
け
れ
ハ
、
御
上
意
あ
る
に
、
伝
右
衛
門
ハ
大
友
に
て
名

（
マ
マ
）

を
得
し
物
な
る
か
何
に
故
に
首
は
な
き
や
、
い
ま
た
存
命
な
る
か
と
御
尋
有
け
る
所
に
、
一
人
生
捕
レ

の
者
と
も
是
を
聞
て
、
い
や
／
＼
伝
右
衛
門
は
武
巧
数
多
の
者
に
し
て
中
々
臆
す
者
二
候
わ
す
、
必
定

討
死
し
た
る
二
候
へ
し
、
其
者
ハ
殊
の
外
み
に
く
き
姿
に
て
候
得
ハ
、
自
害
を
な
し
首
を
隠
し
た
る
に

違
イ
な
し
と
申
け
る
処
に
、
末
坐
有
ル
大
塩
喜
平
次
と
言
も

0
の
者
、
追
々
出
て
申
け
る
ハ
、
私
義
昨

日
の
戦
ひ
に
手
ひ
と
く
戦
ひ
て
勇
士
を
討
取
候
得
し
二
、
首
を
能
く
見
候
に
殊
の
外
う
る
さ
き
首
に
て

候
間
、
竹
薮
の
中
に
捨
置
候
、
追
付
取
て
帰
る
へ
し
と
て
御
前
を
立
て
、
頓
而
持
参
致
け
る
ヲ
能
く
御

覧
有
に
弥
々
吉
良
伝
右
衛
門
か
首
な
り
け
れ
ハ
、
殊
の
外
御
感
状
に
そ
預
り
け
る
、
毛
利
太
兵
衛
ハ
平

伏
て
有
け
れ
ハ
、
松
井
・
有
吉
の
両
人
、
詞
を
揃
へ
申
け
る
ハ
、
太
兵
衛
殿
ニ
ハ
昨
日
之
合
戦
二
御
聟

さ
そ

の
久
野
殿
討
死
し
給
ひ
嘩
々
御
し
う
た
ん
被
成
候
へ
し
、
然
と
も
御
甥
ノ
野
村
市
右
衛
門
殿
は
つ
く
ん

の
高
名
を
な
し
た
ま
ヘ
ハ
御
喜
悦
有
ル
ヘ
し
と
申
け
れ
ハ
、
太
兵
衛
も
挨
拶
致
し
け
る
所
に
、
如
水
公

聞
召
、
暫
く
久
野
か
事
を
御
し
う
た
ん
有
之
、
誠
に
武
士
ノ
な
ら
い
、
是
非
な
き
次
第
也
迎
、
其
弟
を

（

菫

時

）

カ

ト

ク

召
出
さ
れ
久
野
外
記
と
名
を
改
メ
家
督
相
続
の
被
仰
付
け
る
、
又
、
松
井
・
有
吉
両
人
か
忠
戦
之
次
第

（
マ
マ
・
状
ヵ
）

を
井
上
か
一
々
言
上
致
し
け
れ
ハ
、
如
水
公
殊
の
外
御
感
心
有
て
御
感
伏
を
出
さ
れ
て
細
川
忠
興

の
戦
巧
を
者
申
送
ヨ
リ
給
け
る
と
面
目
な
れ
と
誉
ぬ
人
は
な
か
り
け
る
、
如
水
公
、
毛
利
太
兵
衛
二
仰

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

ら
れ
け
る
者
、
大
友
左
兵
衛
尉
事
、
立
石
の
要
害
に
籠
る
よ
し
、
是
は
力
量
に
致
し
候
事
人
馬
の
そ

ん
し
も
多
か
り
ぬ
れ
者
、
兎
角
計
り
事
を
な
し
て
降
参
さ
す
る
に
し
く
は
有
ル
ま
し
と
被
仰
付
け
れ
者
、

（
マ
マ
）

太
兵
衛
畏
り
奉
り
て
、
頓
而
御
前
を
立
て
我
陣
所
江
そ
帰
り
け
る
、
太
兵
衛
は
初
よ
り
立
石
の
要
害
を

カ
マ
へ

こ
な
た
な
る
所
に
陣
家
を
構
江
て
此
手
を
待
受
け
れ
ハ
、
早
々
飛
脚
を
立
テ
立
石
の
要
害
江
申
入
け
る

者
、
此
度
大
友
殿
御
先
陣
敗
軍
二
付
、
宗
徒
の
勇
士
大
半
味
方
二
討
取
候
、
今
ハ
か
う
よ
と
相
見
江
申

候
、
早
々
如
水
公
江
降
参
し
給
わ
者
、
内
府
江
能
々
申
な
た
め
、
悪
く
は
計
ら
い
候
ま
し
と
て
申
入
け

守

友

隆

）

6
 



7
 

6
 
5
 

4
 

3
 
2
 
ー

石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

（守

友

隆

）

れ
者
、
大
友
左
兵
衛
、
家
臣
共
を
召
集
メ
、
い
か
A

す
へ
き
や
と
評
儀
ま
ち
／
＼
也
、
壱
人
進
ミ
出
て
申

け
る
ハ
、
如
水
公
ヨ
リ
申
来
り
候
事
、
是
者
計
り
事
候
ら
へ
し
、
若
、
御
降
参
候
ハ
ヽ
、
御
後
悔
必
定

な
ら
ん
、
然
ル
上
ハ
一
両
日
も
此
要
害
の
地
に
楯
籠
り
、
遠
矢
に
て
防
き
給
は
ハ
、
其
内
ニ
ハ
近
国
の

味
方
ヨ
リ
御
加
勢
申
へ
し
、
又
中
国
の
毛
利
氏
ヨ
リ
必
定
御
加
勢
有
け
れ
者
、
運
に
任
セ
一
両
日
も
持

（
マ
マ
・
対
ヵ
）

こ
た
へ
給
を
事
、
御
先
祖
に
戦
し
奉
り
武
士
の
本
意
二
候
わ
ん
、
其
上
御
頒
本
の
数
多
当
所
二
残

り
あ
り
候
上
は
、
弥
武
運
に
任
セ
、
若
討
負
給
わ
ハ
御
自
害
有
り
て
先
祖
の
深
恩
を
報
し
給
ふ
へ
し
と

（
マ
マ
）

そ
勇
け
れ
者
、
家
老
田
原
紹
忍
進
ミ
出
て
申
け
る
ハ
、
申
奉
る
＞
処
至
極
尤
に
者
聞
へ
候
得
と
も
、
当

世
の
英
勇
の
将
、
殊
二
大
軍
な
れ
ハ
、
中
々
敵
戦
叶
難
し
、
幸
に
申
越
る
A

事
な
れ
は
、
ひ
た
す
ら
に

（
マ
マ
）
（
秀
成
）

78

御
降
参
然
る
へ
し
と
、
拙
者
は
中
河
修
理
太
夫
を
頼
ミ
彼
方
江
罷
越
、
命
を
助
り
申
へ
し
と
申
け
れ

（
マ
マ
）

者
、
愚
将
な
る
左
兵
衛
へ
な
れ
と
も
、
弥
然
る
へ
し
と
そ
降
参
に
極
り
け
る
運
の
程
こ
そ
哀
れ
な
り
、

北
九
州
市
八
幡
西
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
室
所
蔵
。
縦
二
四
・
四
Cm
、
横
一
五
・
四

cm
の
竪
帳
゜
墨
付

三
七
丁
゜

註
19
参
照
。

「
常
山
紀
談
」
は
江
戸
時
代
の
武
将
論
随
筆
。
湯
浅
常
山
著
。
二
五
巻
、
拾
遺
四
巻
、
付
録
（
『
雨
夜
燈
j

)

一
巻

全
三
十
冊
。
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
自
序
。
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
松
崎
観
海
序
。
明
和
七
年
赤
松
蘭
室
祓
゜

付
録
明
和
八
年
赤
松
蘭
室
跛
。
戦
国
時
代
末
よ
り
近
世
初
頭
の
将
士
に
関
す
る
史
談
四
七

0
条
を
収
録
し
、
上
杉
・

織
田
・
徳
川
な
ど
の
諸
侯
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
言
行
を
記
す
。
話
題
を
選
び
、
真
実
の
真
偽
を
よ
く
弁
別
論
述
し
て

い
る
。
平
明
暢
達
、
雄
健
な
和
文
で
格
調
が
高
い
。
著
者
は
備
前
岡
山
藩
士
で
、
江
戸
で
服
部
南
郭
に
学
び
、
太
宰

春
台
と
も
親
し
か
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
広
く
読
ま
れ
、
無
刊
記
本
、
木
活
字
本
、
明
和
八
年
版
、
弘
化
三
(
-
八

四
六
）
年
・
同
四
年
版
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
刊
拾
遺
四
冊
と
の
合
冊
版
な
ど
が
あ
る
（
水
田
紀
久
分
担
執
筆

「
常
山
紀
談
」
〔
「
国
史
大
辞
典
』
〕
）。

中
野
好
夫
氏
に
よ
る
と
、
す
ぐ
れ
た
伝
記
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
‘
―
つ
に
は

書
こ
う
と
す
る
人
物
に
対
し
て
書
く
側
が
、
た
と
え
嫌
い
な
人
間
で
も
、
と
に
か
く
こ
の
人
物
は
面
白
い
と
、
愛
着

み
た
い
な
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
―
つ
は
作
者
が
表
向
き
の
行
動
だ
け
で
な
く
思
い
も
よ
ら
な
い
部

分
に
光
を
当
て
て
書
か
れ
た
も
の
、
そ
の
人
の
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
逸
話
が
掘
り
出
さ
れ
、
そ
れ
に
注
目

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
中
野
好
夫
「
伝
記
文
学
の
面
白
さ
J

(
一
九
九
五
年
、
岩
波
書

店
）
六
一
頁
。

川
添
昭
ニ
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
編
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
』
(
-
九
八
三
年
、
文
献
出
版
）
四
―
-
＼
四

―
二
頁
。

日
下
力
氏
は
「
父
子
・
母
子
は
も
ち
ろ
ん
、
男
女
も
兄
弟
も
、
強
い
愛
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
た
の
だ
と
、
過

去
の
人
々
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
志
向
性
を
持
つ
の
が
、
軍
記
物
語
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
」
と
さ
れ
る
（
日

下
力
「
い
く
さ
物
語
の
世
界
1

中
世
軍
記
文
学
を
読
む
j

〔二

0
0
八
年
、
岩
波
書
店
〕
一
七
二
頁
）
。

註
5
前
掲
書
四
一

0
頁。

笹
川
氏
に
よ
る
と
、
少
し
時
間
が
経
ち
、
精
神
的
に
余
裕
が
出
て
く
る
と
、
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
批
判
を
し
た

り
批
評
を
し
た
り
、
感
想
を
述
べ
る
時
期
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
事
件
は
作
者
に
と
っ
て
―
つ
の
材
料

に
過
ぎ
な
く
て
、
作
者
に
何
か
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
材
料
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
使
う
、
と
い

う
時
代
が
や
っ
て
く
る
、
と
さ
れ
る
（
笹
川
祥
生
「
近
世
の
軍
書
—
'
近
江
の
戦
国
時
代
を
描
い
た
作
品
を
例
と
し

て
ー
」
〔
「
軍
記
物
語
と
そ
の
劇
化
ー
「
平
家
物
語
j

か
ら
「
太
閤
記
j

ま
で
ー
j

、
二

0
0
0
年
、
臨
川
書
店
〕
五

四
頁
）
。

9

岡
田
武
彦
監
修
「
西
日
本
人
物
誌

[
1
]

貝
原
益
軒
』
(
-
九
九
三
年
、
西
日
本
新
聞
社
）
に
は
、
「
黒
田
家
譜
」

に
つ
い
て
「
文
体
は
軍
記
物
に
似
て
い
る
。
そ
れ
は
（
貝
原
益
軒
が
筆
者
註
）
幼
少
か
ら
「
平
家
物
語
j

『
太
平

記
j

「保
元
物
語
j

「
平
治
物
語
」
な
ど
、
わ
が
国
の
軍
記
物
を
読
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
、
あ
く
ま
で
史

実
を
厳
密
に
検
討
し
正
確
を
期
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
（
同
書
一
五
七
頁
）
。

1
0
「
実
録
体
小
説
」
と
は
、
中
村
幸
彦
氏
に
よ
る
と
、
史
実
を
虚
構
し
、
様
々
な
事
件
を
附
加
し
た
も
の
（
一
頁
）
、

仇
討
、
武
勇
伝
、
世
話
咄
、
妖
怪
談
な
ど
を
含
む
も
の
（
二
頁
）
、
諸
事
件
が
実
話
の
通
り
に
、
又
は
多
分
に
粧
飾

さ
れ
る
も
の
（
七
・
八
頁
）
、
の
よ
う
で
あ
る
（
中
村
幸
彦
「
実
録
体
小
説
黒
田
騒
動
の
成
立
」
〔
「
九
州
文
化
史
研

究
所
紀
要
j

第
―
二
号
、
一
九
六
七
年
、
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
〕
）
。

11

「
箱
崎
釜
破
故
」
に
つ
い
て
は
石
瀧
豊
美
氏
が
開
設
さ
れ
て
い
る
「
イ
シ
タ
キ
人
権
学
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ」

(
h
t
t
p
:
/
 /
w
w
w
5
e
.b
i
g
l
o
b
e
.n
e
.j
p
/
 1
 is
i
t
a
k
i
/
i
n
d
e
x
.h
t
m
l
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
石
瀧
氏
は
、
「
箱
崎

釜
破
故
」
の
作
者
は
福
岡
藩
士
で
は
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

（衆）

1
2
御
老
中
は
「
五
人
の
し
ゅ
」
（
五
大
老
）
を
指
す
。
す
な
わ
ち
徳
川
家
康
・
前
田
利
家
・
毛
利
輝
元
・
上
杉
景
勝
・

宇
喜
多
秀
家
の
こ
と
で
あ
る
（
「
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
八
毛
利
家
文
書
之
三
j

〔
一
九
二
二
年
、
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
史
料
編
纂
掛
〕
九
六

0
号
文
書
。
二
四
三
・
ニ
四
四
頁
）
。

1
3
「
御
後
見
と
し
て
東
国
三
拾
三
ヶ
国
ヲ
徳
河
内
府
家
康
公
二
御
預
ヶ
有
り
」
と
い
う
こ
と
は
管
見
の
限
り
他
の
史

料
か
ら
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
笠
谷
和
比
古
氏
は
、
「
自
ら
の
死
期
の
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
秀
吉
は
五
大
老
・
五
奉

行
か
ら
誓
詞
を
徴
し
て
、
秀
頼
へ
の
忠
誠
と
私
党
に
よ
る
権
力
闘
争
の
禁
止
と
を
誓
約
せ
し
め
た
。
さ
ら
に
前
田
利

家
に
は
大
坂
城
に
あ
っ
て
秀
頼
の
後
見
を
な
す
こ
と
を
託
す
と
と
も
に
、
家
康
に
は
伏
見
に
と
ど
ま
っ
て
公
儀
の

政
務
を
司
る
こ
と
を
要
請
し
、
実
力
者
た
ち
の
勢
力
均
衡
を
図
る
こ
と
で
、
秀
吉
没
後
の
政
治
の
安
定
に
意
を
用
い

た
」
と
さ
れ
る
（
「
関
ヶ
原
合
戦
と
近
世
の
国
制
j

〔二

0
0
0年
、
思
文
閣
出
版
〕
二
七
頁
）
。

14

毛
利
輝
元
は
文
禄
四
(
-
五
九
五
）
年
正
月
従
三
位
中
納
言
と
な
っ
て
い
る
（
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
十
j

ニ
四
二

S
二
四
五
頁
）
。
当
時
の
毛
利
宰
相
（
参
議
の
唐
名
）
と
は
輝
元
の
養
子
、
毛
利
秀
元
の
こ
と
で
あ
る
（
同

二
五
一
＼
二
五
五
頁
）
。

15

島
津
義
久
は
永
禄
七
(
-
五
六
四
）
年
三
月
十
四
日
、
正
五
位
下
修
理
大
夫
と
な
り
、
天
正
九
(
-
五
八
一
）
年

五
月
三
日
、
従
四
位
下
に
昇
る
。
天
正
十
四
年
、
秀
吉
に
降
伏
後
、
入
道
し
て
龍
伯
と
号
し
、
そ
の
の
ち
三
位
法
印

に
叙
せ
ら
れ
る
(
B

寛

政

譜

第

二
j

三
三
三
＼
三
三
五
頁
）
。
義
久
の
弟
、
義
弘
が
兵
庫
頭
を
称
し
て
い
た
（
同
三

三
六
＼
三
三
九
頁
）
。

16

立
花
宗
茂
は
初
名
宗
虎
で
数
度
改
名
し
て
い
る
。
官
途
は
天
正
十
五
(
-
五
八
七
）
年
七
月
二
日
、
従
四
位
下
侍

従
、
左
近
将
監
と
な
る
。
飛
騨
守
と
な
る
の
は
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
る
（
三
七
〇
＼
三

七
二
頁
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
石
垣
原
合
戦
記
」
が
後
年
編
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

8
 

7
 



石
垣
原
合
戦
記

17

垣
見
和
泉
守
(
?
|
―
六

0
0
)
は
実
名
一
直
。
文
禄
三
(
-
五
九
四
）
年
豊
後
国
東
郡
富
来
城
主
と
な
る
。
関
ヶ

原
の
戦
に
は
西
軍
に
党
し
て
伏
見
城
攻
の
攻
撃
に
参
加
、
さ
ら
に
近
江
瀬
田
城
を
守
備
し
、
つ
い
で
石
田
三
成
・
小

西
行
長
の
軍
に
属
し
て
美
濃
大
垣
に
進
出
、
九
月
十
四
日
、
福
原
長
発

・
相
良
頼
房
（
長
毎
）
・
高
橋
元
種
・
秋
月

種
長
・
熊
谷
直
盛

・
木
村
総
右
衛
門
と
大
垣
城
を
守
り
、
一
直
は
直
盛
・
総
右
衛
門
と
と
も
に
ニ
ノ
丸
に
拠
っ
た
。

し
か
し
変
心
し
て
東
軍
に
応
じ
た
三
ノ
丸
の
頼
房
・
元
種
・種
長
の
た
め
に
十
八
日
の
早
朝
（
一
説
に
十
七
日
）
誘

よ
し
ひ
こ

殺
さ
れ
た
（
岩
沢
應
彦
分
担
執
筆
「
垣
見
一
直
」
〔
「
国
史
大
辞
典
j

〕
）
。
黒
田
如
水
が
攻
め
た
城
の
城
主
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
西
軍
の
有
力
武
将
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
名
が
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

1
8
熊
谷
内
蔵
之
丞
（
内
蔵
允
。
〔
？•
|
1
六
0
0
〕
）
は
実
名
直
盛
。
豊
後
国
安
岐
城
主
。
関
ヶ
原
の
戦
で
は
西
軍
に

与
し
、
八
月
二
十
五
日
、
兵
四
百
五
人
を
率
い
て
守
備
し
て
い
た
近
江
勢
多
橋
か
ら
美
濃
大
垣
城
に
入
り
、
ニ
ノ
丸

を
守
っ
た
が
、
同
城
三
ノ
丸
守
将
相
良
頼
房
（
長
毎
）
ら
の
裏
切
り
に
あ
い
、
九
月
十
七
日
、
三
ノ
丸
西
の
門
口
で

殺
さ
れ
た
。
彼
は
出
自
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
資
性
勇
猛
、
ま
た
石
田
三
成
の
女
婿
で
あ
っ
た
と
も
い
う
（
染
谷
光

広
分
担
執
筆
「
熊
谷
直
盛
」
〔
「
国
史
大
辞
典
j

〕）。

19

上
杉
景
勝
は
天
正
四
(
-
五
七
六
）
年
正
月
十
一
日
、
弾
正
少
弼
と
称
す
。
一
説
に
弾
正
大
弼
と
も
。
文
禄
三
（
一

五
九
四
）
年
八
月
十
八
日
、
従
三
位
中
納
言
に
叙
位
任
官
。
（
「
寛
政
譜
第
十
二
j

ニ
―
九

S
ニ
ニ
―
頁
）
。
よ
っ

て
、
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
当
時
は
、
弾
正
大
弼
で
は
な
く
中
納
言
と
呼
ば
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
江

戸
期
米
沢
藩
上
杉
家
の
藩
主
で
官
名
が
弾
正
大
弼
で
あ
る
の
は
四
代
藩
主
綱
憲
以
降
で
あ
る
。
綱
憲
が
弾
正
大
弼

に
任
官
さ
れ
る
の
は
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
る
（
同
ニ
ニ
ニ
・
ニ
ニ
三
頁
）
。
こ
の
こ
と

は
「
石
垣
原
合
戦
記
」
成
立
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。

あ
お
の
が
は
．
＂

20

濃
州
青
青
野
原
は
現
岐
阜
県
大
垣
市
。
市
の
北
西
端
青
野
町
を
中
心
に
、
東
の
青
墓
町
か
ら
西
の
現
不
破
郡
垂
井

町
府
中
に
か
け
て
比
定
さ
れ
る
野
原
。
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
に
際
し
て
は
、
徳
川
家
康
の
着

陣
を
う
け
て
、
東
軍
の
先
陣
が
青
野
原
に
進
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
年
欠
「
吉
川
広
家
書
状
案
」
吉
川
家
文
書

九
一
三
号
文
書
〔
「
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
九
吉
川
家
文
書
之
二
j

、
一
九
二
六
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

史
料
編
纂
掛
〕
六
四
＼
七

0
頁
）
（
「
日
本
歴
史
地
名
大
系
ニ
―
岐
阜
県
の
地
名
j

〔
一
九
八
九
年
、
平
凡
社
〕
二

七
四
頁
）
。

21

前
田
利
家
は
慶
長
四
(
-
五
九
九
）
年
問
三
月
三
日
に
没
し
て
い
る
（
『
寛
政
譜
第
十
七
j

二
六
九
＼
二
七
ニ

頁
）
。
利
家
嫡
男
の
利
長
は
慶
長
二
年
九
月
参
議
、
同
三
年
四
月
二
十
日
従
三
位
中
納
言
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
が
、

大
納
言
に
は
任
官
さ
れ
て
い
な
い
。
慶
長
十
九
年
五
月
二
十
日
に
没
し
た
後
、
正
二
位
大
納
言
を
追
贈
さ
れ
て
い
る

（
同
二
七
二

S
二
七
四
頁
）
。

22

彦
根
藩
主
井
伊
家
当
主
の
官
途
は
代
々
掃
部
頭
で
あ
る
が
、
関
ヶ
原
合
戦
に
参
加
し
た
井
伊
直
政
の
名
乗
り
は

兵
部
少
輔
で
あ
る
（
註
21
前
掲
書
二
八
七
＼
二
九
二
頁
）
。
直
政
の
跡
を
継
い
だ
直
孝
は
慶
長
十
（
一
六

0
五
）
年

四
月
十
六
日
掃
部
助
、
同
十
五
年
掃
部
頭
（
同
二
九
二

S
二
九
六
頁
）
。

23

本
多
姓
で
関
ヶ
原
合
戦
に
参
戦
し
た
の
は
本
多
忠
勝
で
あ
る
が
、
忠
勝
は
天
正
十
六
(
-
五
八
八
）
年
四
月
に
従

五
位
下
中
務
大
輔
に
叙
任
さ
れ
て
お
り
（
「
寛
政
譜
第
十
j

ニ
―
四
頁
）
、
忠
勝
の
子
孫
政
長
以
降
の
本
多
家
当
主

官
途
は
代
々
中
務
大
輔
で
あ
る
（
同
ニ
―
七
＼
ニ
ニ
四
頁
）
。

24

関
ヶ
原
合
戦
時
、
酒
井
氏
に
雅
楽
頭
を
名
乗
る
人
物
は
い
な
い
。
徳
川
氏
に
仕
え
た
酒
井
氏
に
は
左
衛
門
尉
酒
井

氏
・
雅
楽
頭
酒
井
氏
の
両
系
が
あ
る
が
（
北
島
正
元
分
担
執
筆
「
酒
井
氏
」
〔
『
国
史
大
辞
典
j

〕
）
、
当
時
の
雅
楽
頭

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上

酒
井
氏
当
主
重
忠
は
従
五
位
下
河
内
守
（
「
寛
政
譜
第
二
」
ニ
・
三
頁
）
、
そ
の
子
忠
世
は
慶
長
十
二
（
一
六

0
七）

年
雅
楽
頭
と
な
る
も
の
の
、
関
ヶ
原
合
戦
時
は
従
五
位
下
右
兵
衛
大
夫
で
あ
っ
た
（
同
三
＼
五
頁
）
。

25

小
笠
原
姓
で
兵
部
を
名
乗
っ
た
人
物
で
、
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
段
階
で
存
命
な
の
は
、
小
笠
原
秀
政
し
か
い

な
い
。
し
か
し
、
秀
政
が
兵
部
大
輔
に
任
官
さ
れ
る
の
は
慶
長
十
一
（
一
六

0
六
）
年
二
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
（
「
寛

政
譜
第
三
」
三
九
二
頁
）
。
秀
政
の
子
孫
で
は
、
小
笠
原
長
安
（
同
三
九
五
頁
）
、
小
倉
藩
主
小
笠
原
忠
総
が
名
乗
っ

て
い
る
。
忠
総
が
兵
部
大
輔
に
任
官
さ
れ
る
の
は
安
永
四
（

一
七
七
五
）
年
二
月
五
日
で
あ
る
（
同
三
九
八
頁
）
。

26

関
ヶ
原
合
戦
に
東
軍
方
と
し
て
参
戦
し
た
主
要
な
武
将
の
な
か
に
田
川
姓
の
人
物
は
管
見
の
限
り
い
な
い
。
官

途
か
ら
田
中
吉
政
あ
る
い
は
細
川
幽
斎
（
藤
孝
）
が
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
幽
斎
は
天
正
十
三
(
-
五
八
五
）
年

十
月
六
日
二
位
法
印
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
註
24
前
掲
書
二
九
六

S
三
0
0頁
）
、
前
者
の
田
中
吉
政
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
吉
政
は
天
正
十
六
(
-
五
八
八
）
年
三
月
十
七
日
従
五
位
下
兵
部
大
輔
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
「
寛
政

譜

第

二

十
j

三
四
六
・
三
四
七
頁
）
。

27

大
久
保
忠
隣
の
嫡
子
忠
常
は
慶
長
五
（
ニ
ハ

0
0
)
年
に
従
五
位
下
加
賀
守
に
叙
任
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
関
ヶ
原

の
前
後
何
れ
か
は
不
明
で
あ
る
（
「
寛
政
譜
第
十
一
」
三
八
一

・
三
八
二
頁
）
。

28

伊
達
政
宗
は
慶
長
二
(
-
五
九
七
）
年
冬
従
四
位
下
少
将
、
慶
長
十
三
（
一
六

0
八
）
年
正
月
陸
奥
守
と
な
っ
て

い
る
（
「
寛
政
譜
第
十
二
j

三
ニ
―

S
三
三

0
頁）。

29

奥
平
藤
兵
衛
貞
治
。
奥
平
貞
勝
の
三
男
。
は
じ
め
秀
吉
に
仕
え
、
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
家
康
が
上
杉
景
勝
征

伐
を
行
っ
た
時
、
付
き
従
い
小
山
に
着
陣
。
関
ヶ
原
合
戦
に
も
供
奉
す
る
。
小
早
川
秀
秋
の
内
応
の
状
況
を
う
か
が

う
た
め
、
九
月
十
四
日
、
子
の
五
兵
衛
重
盛
と
と
も
に
秀
秋
の
松
尾
山
の
陣
に
赴
き
、
貞
治
は
同
陣
に
留
ま
る
。
九

月
十
五
日
の
本
戦
で
大
谷
吉
継

•

平
塚
為
広
の
軍
勢
と
戦
い
、
討
死
（
「
寛
政
譜
第
九

j
二
0
八
頁
）
。

30

伊
勢
津
藩
藤
堂
家
当
主
は
二
代
高
次
以
降
大
学
頭
を
名
乗
る
場
合
も
あ
る
が
、
関
ヶ
原
に
参
戦
し
た
藩
祖
高
虎

は
天
正
十
五
(
-
五
八
七
）
年
五
月
四
日
に
従
五
位
下
佐
渡
守
に
叙
任
さ
れ
、
慶
長
十
一
（
一
六

0
六
）
年
九
月
十

五
日
和
泉
守
と
改
め
る
が
大
学
頭
は
名
乗
っ
て
は
い
な
い
（
「
寛
政
譜
第
十
四
j

二
八
三
＼
二
九
三
頁
）
。

31

安
藤
直
次
は
関
ヶ
原
合
戦
に
参
加
し
て
い
る
が
、
帯
刀
を
名
乗
る
の
は
慶
長
十
（
一
六

0
五
）
年
正
月
十
日
の
こ

と
で
あ
る
（
「
寛
政
譜
第
十
七
」
一
六
九
＼
一
七
一
頁
）
。

32

成
瀬
正
成
は
関
ヶ
原
合
戦
に
参
加
し
て
い
る
が
、
隼
人
正
を
名
乗
る
の
は
慶
長
十
二
（
一
六

0
七
）
年
閏
四
月
の

こ
と
で
あ
る
（
「
寛
政
譜
第
十
五
j

―
三
三

S
一
三
五
頁
）
。

33

吉
田
宮
内
は
元
和
期
（
ニ
ハ
一
五
＼
一
六
二
四
）
知
行
千
三
百
石
（
福
岡
地
方
史
研
究
会
編
「
福
岡
藩
分
限
帳
集

成
」
〔
一
九
九
九
年
、
海
鳥
社
〕
ニ
ニ
・
ニ
三
頁
）
。

34

細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
の
最
期
に
つ
い
て
「
綿
考
輯
録
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
拐
は
心
に
か
＞
る

事
な
し
、
少
斎
介
錯
仕
候
得
と
被
仰
候
、
畏
候
と
て
長
刀
を
さ
け
老
女
を
先
に
立
て
参
り
け
れ
ハ
、
御
髪
を
御
手
つ

か
ら
上
へ
き
り
き
り
と
巻
上
さ
せ
給
ヘ
ハ
、
少
斎
左
様
に
て
ハ
無
御
座
候
と
申
上
け
れ
ハ
、
心
得
た
り
と
て
御
胸
の

所
を
両
方
江
く
ハ
つ
と
押
ひ
ら
き
給
ふ
、
少
斎
敷
居
を
へ
た
て
A

居
候
ひ
し
が
、
御
座
の
間
江
入
候
事
憚
多
候
得

は
、
今
少
こ
な
た
へ
御
出
被
遊
候
得
と
申
上
け
れ
ハ
、
則
敷
居
江
ち
か
き
畳
に
居
直
ら
せ
給
ヘ
ハ
、
長
刀
に
て
御
胸

元
を
つ
き
通
し
奉
り
候
、
」
と
（
石
田
晴
男
・
今
谷
明
・土
田
将
雄
編
「
綿
考
輯
録
第
二
巻
j

〔
一
九
八
八
年
、
汲

古
書
院
〕
ニ
―
三
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
た
め
戒
律
上
自
殺
を
す
る
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
「
綿
考
輯
録
」
か
ら
も
推
断
さ
れ
る
。

（
守
友
隆
）

8
 



石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

（
守
友
隆
）

3
5
宮
崎
織
部
安
尚
(
?
|
―
六
三
一
）
は
筑
前
入
国
後
二
千
五
百
石
を
拝
領
（
本
山
一
城
「
黒
田
軍
団

政
と
二
十
四
騎
の
牛
角
武
者
た
ち
j

〔二

0
0
八
年
、
宮
帯
出
版
社
〕
一
七
二
頁
）
。

36

福
岡
藩
の
慶
長
期
船
手
衆
に
松
本
主
殿
（
七
百
石
）
が
い
る
が
（
註
33
前
掲
書
―
二
頁
）
、
こ
の
人
物
が
孫
七
郎

と
同
一
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
同
族
の
人
物
で
は
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

3
7
耳
川
は
現
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
に
あ
り
、
戦
国
時
代
は
細
島
（
現
日
向
市
）
と
と
も
に
日
向
国
の
要
港
の
―
つ
で

あ
っ
た
。
と
く
に
島
津
氏
は
瀬
戸
内
海
へ
出
る
重
要
な
港
湾
と
し
て
利
用
し
た
。
戦
国
期
末
、
日
向
国
は
伊
東
氏
を

支
援
す
る
大
友
氏
と
南
か
ら
進
出
し
た
島
津
氏
の
勢
力
に
二
分
さ
れ
て
い
く
。
天
正
五
(
-
五
七
七
）
年
伊
東
義
祐

は
島
津
氏
に
よ
っ
て
日
向
を
追
わ
れ
大
友
氏
を
頼
っ
た
た
め
、
翌
六
年
に
は
大
友
宗
麟
は
日
向
に
侵
入
し
臼
杵
郡

を
掌
握
し
た
。
大
友
軍
は
十
月
に
は
耳
川
を
越
え
て
島
津
方
の
守
る
新
納
院
高
城
（
現
木
城
町
）
を
包
囲
し
た
が
落

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
十
一
月
に
は
大
友
軍
の
主
力
と
島
津
軍
の
主
力
が
耳
川
か
ら
高
城
に
か
け
て
の
一
帯

で
激
突
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
月
十
一
＼
十
二
日
の
高
城
・
耳
川
合
戦
で
大
友
軍
は
熾
滅
さ
れ
、
多
く
の
武
将
を

失
い
、
小
丸
川
か
ら
耳
川
に
退
却
す
る
大
友
軍
は
島
津
軍
に
追
撃
さ
れ
、
一
帯
は
大
友
軍
将
兵
の
死
体
で
埋
尽
さ
れ

た
と
い
う
（
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
四
六
宮
崎
県
の
地
名
』
〔
一
九
九
七
年
、
平
凡
社
〕
八
九
頁
）
。
ま
た
、
天
正

十
五
(
-
五
八
七
）
年
、
秀
吉
の
九
州
出
兵
に
お
い
て
も
戦
場
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
年
四
月
十
日
の
こ
と

で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
合
戦
に
お
い
て
功
名
を
あ
げ
た
の
は
長
政
で
あ
る
（
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

〔
一
九
八

三
年
、
文
献
出
版
〕
一
三
七
＼
一
四
三
頁
）
。

に
あ
げ

38

豊
後
府
内
城
は
大
分
市
荷
揚
町
に
あ
っ
た
城
。
大
分
城
、
荷
揚
城
、
雉
城
、
白
雉
城
と
も
称
す
。
平
城
。
慶
長
二

（
一
五
九
七
）
年
福
原
直
高
が
臼
杵
六
万
石
か
ら
、
豊
後
国
大
分
・
速
見
・
玖
珠
郡
内
で
十
二
万
石
を
充
行
わ
れ
て
、

新
城
の
築
造
を
企
画
。
慶
長
四
(
-
五
九
九
）
年
四
月
に
は
城
郭
お
よ
び
侍
屋
敷
の
お
か
れ
た
三
ノ
丸
部
分
が
ほ
ぼ

に
お
ろ
し

完
成
し
、
福
原
は
入
城
し
、
荷
落
の
名
を
改
め
荷
揚
城
と
し
た
。
し
か
し
、
福
原
は
同
年
五
月
改
易
と
な
り
、
先
代

の
藩
主
で
あ
っ
た
早
川
長
敏
が
入
城
す
る
が
、
関
ヶ
原
の
戦
で
除
封
。
同
六
年
豊
後
国
国
東
郡
高
田
城
主
で
あ
っ
た

竹
中
重
利
（
重
隆
）
が
入
封
し
た
（
豊
田
寛
三
分
担
執
筆
「
府
内
城
」
〔
『
国
史
大
辞
典
』
〕
）
。
作
者
は
慶
長
五
年
段

階
の
府
内
城
主
早
川
氏
を
後
の
城
主
で
あ
る
竹
中
氏
と
混
同
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
関
ヶ
原
合
戦
前
後
、
竹
中

源
助
（
伊
豆
守
重
信
〔
重
利
・
重
隆
・
隆
重
と
も
い
う
〕
）
は
上
方
に
い
て
、
高
田
城
に
は
そ
の
子
采
女
正
重
次
〔
重

義
・
重
興
・
重
矩
と
も
い
う
〕
が
在
城
し
て
い
た
（
註
3
7
「新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
』
四

0
0頁
、
『
大
分
県
史
近

世
篇
II
」
〔
一
九
八
五
年
、
大
分
県
〕
四
・
五
頁
）
。

3
9
咸
陽
宮
の
故
事
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
平
家
物
語
巻
五
に
咸
陽
宮
の
段
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
咸
陽
宮
と
は
中

国
、
秦
の
始
皇
帝
が
首
都
咸
陽
に
建
設
し
た
壮
大
な
宮
殿
で
あ
る
。
咸
陽
宮
の
堅
牢
さ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
「
咸
陽
宮
は
、
み
や
こ
の
め
ぐ
り
一
万
八
千
三
百
八
十
里
に
つ
も
れ
り
。
内
裏
を
ば
地
よ
り
三
里
た
か
く
築
あ

げ
て
、
其
上
に
建
て
た
り
。
長
生
殿
・
不
老
門
あ
り
。
金
を
も
ッ
て
日
を
作
り
、
銀
を
も
っ
て
月
を
作
れ
り
。
真
珠

の
い
さ
ご
・
瑠
璃
の
沙
・
金
の
砂
を
し
き
み
て
り
。
四
方
に
は
た
か
さ
四
十
丈
の
鉄
の
築
地
を
つ
き
、
殿
の
上
に
も

同
く
鉄
の
網
を
ぞ
張
た
り
け
る
。
こ
れ
は
冥
途
の
使
を
い
れ
じ
と
な
り
。
秋
の
田
の
も
の
雁
、
春
は
こ
し
ぢ
へ
帰
も

飛
行
自
在
の
さ
は
り
あ
れ
ば
、
築
地
に
は
雁
門
と
な
づ
け
て
鉄
の
門
を
あ
け
て
ぞ
通
し
け
る
。
」
（
『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
四
四
平
家
物
語
上
』
〔
一
九
九
一
年
、
岩
波
書
店
〕
二
八
五
頁
）
と
。

4
0
宇
治
勘
七
は
「
黒
田
家
譜
」
に
も
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。
同
書
の
勘
七
に
関

す
る
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
大
友
下
向
の
事
は
や
く
中
津
川
へ
聞
え
け
れ
ば
、
如
水
此
度
大
友
を
誘
引
し
て
、

如
水
•
長

お
ほ
が

身
方
に
せ
ん
た
め
、
家
人
宇
治
勘
七
と
い
ふ
者
に
、
大
神
大
学
と
云
浪
人
を
添
て
、
周
防
国
上
の
関
へ
遣
し
お
か

る
。
」
と
（
註
3
7
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

三
九
六
頁
）
。

な
が
し
ま

4
1
現
上
関
町
大
字
長
島
。
熊
毛
半
島
の
先
端
、
西
海
上
に
位
置
し
、
東
北
か
ら
南
西
に
長
い
島
（
言
1

本
歴
史
地
名

大
系
三
六
山
口
県
の
地
名
j

、
一
九
八

0
年
、
平
凡
社
。
一
六
一
・
一
六
二
頁
）
。

4
2
秀
吉
は
文
禄
二
(
-
五
九
三
）
年
五
月
朔
日
付
で
、
豊
後
の
大
友
義
統
と
島
津
一
門
の
島
津
忠
辰
、
お
よ
び
肥
前

の
波
多
親
ら
を
改
易
処
分
と
し
た
。
中
野
等
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
明
の
ほ
う
か
ら
「
佗
び
言
」

を
申
し
出
て
き
た
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
り
つ
つ
、
当
初
の
派
兵
目
的
で
あ
っ
た
「
征
明
」
が
果
た
せ
な
か
っ
た

こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
政
権
と
し
て
は
、
ど
こ
か
に
そ
の
責
め
を
負
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
（
中

野
等
「
秀
吉
の
軍
令
と
大
陸
侵
攻
j

〔二

0
0六
年
、
吉
川
弘
文
館
〕
一
九
五
・
一
九
六
頁
）
。
こ
の
改
易
処
分
に
石

田
三
成
が
関
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

43

（
文
禄
二
11

一
五
九
三
年
）
五
月
朔
日
付
毛
利
輝
元
宛
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
に
「
今
度
大
友
事
、
於
平
安
表
伝
城
明

退
臆
病
を
相
構
二
付
て
、
則
可
被
加
御
成
敗
候
へ
共
、
命
を
助
、
国
を
被
召
上
候
、
然
者
大
友
事
、
四
五
人
之
鉢

に
て
其
方
へ
被
為
預
ヶ
置
候
間
、
可
被
抱
置
候
、
」
と
あ
る
（
「
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
八
毛
利
家
文
書
之
三
j

〔
一
九
二
二
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
掛
〕
一
五
六
・
一
五
七
頁
）
。

44

「
黒
田
家
譜
」
に
は
「
馬
百
足
・
具
足
百
領
・
長
柄
の
鎗
百
本
・
鉄
砲
三
百
挺
・
銀
子
三
千
枚
」
と
あ
る
（
註
3
7

「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

三
九
五
頁
）
。

4
5
こ
の
部
分
か
ら
も
こ
の
「
石
垣
原
合
戦
記
」
に
如
水
、
あ
る
い
は
黒
田
家
を
賞
賛
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

4
6
後
藤
大
之
助
と
あ
る
が
、
こ
の
人
物
は
後
藤
又
兵
衛
基
次
の
長
男
太
郎
助
（
左
門
）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
綿

谷
雪
氏
に
よ
る
と
石
垣
原
合
戦
時
、
推
定
年
齢
二
十
二
か
ら
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
（
綿
谷
雪
「
実
録
後
藤
又
兵
衛
j

〔
一
九
八
一
年
、
中
央
公
論
社
〕
七
九
頁
）
。

4
7
野
村
市
右
衛
門
祐
直
は
天
正
九
(
-
五
八
一
）
年
播
磨
国
姫
路
に
生
ま
れ
る
。
父
は
野
村
太
郎
兵
衛
祐
勝
。
大
学
、

隼
人
と
称
す
る
。
慶
長
の
役
に
十
七
歳
で
出
陣
、
数
々
の
武
功
を
立
て
る
。
筑
前
入
国
後
知
行
六
千
石
を
領
す
。
寛

永
八
（
一
六
三
一
）
年
八
月
四
日
、
嘉
麻
郡
鯰
田
村
に
て
没
す
る
。
行
年
五
十
一
歳
（
益
軒
会
編
「
益
軒
全
集
巻
之

五
j

〔
一
九
七
三
年
、
国
書
刊
行
会
〕
五
六
八
・
五
六
九
頁
）
。

48

久
野
次
左
衛
門
は
久
野
四
兵
衛
の
嫡
子
、
久
野
二
右
衛
門
重
時
（
玄
蕃
・
外
記
）
の
兄
。
母
里
太
兵
衛
友
信
の
婿
゜

朝
鮮
の
陣
で
野
村
市
右
衛
門
と
功
名
争
い
に
敗
れ
、
そ
の
遺
恨
に
よ
り
常
に
市
右
衛
門
と
武
功
を
争
っ
た
と
い
う

（
註
4
7
前
掲
書
五
六
五
・
五
六
七
頁
）
。

49

曽
我
部
五
郎
右
衛
門
は
黒
川
甲
斐
守
の
嫡
子
。
父
美
濃
守
は
伊
予
松
山
城
主
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ
浪

人
と
な
る
。
二
十
三
歳
の
時
、
如
水
に
仕
官
。
采
地
二
千
石
を
与
え
ら
れ
る
。
黒
の
字
を
避
け
て
母
方
の
曽
我
部
姓

を
名
乗
る
。
生
来
武
勇
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
行
年
三
十
八
歳
（
註
3
7
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

四
0
八
頁
）
。

5
0
黒
田
安
太
夫
は
豊
前
宇
佐
城
主
宮
成
吉
右
衛
門
の
嫡
子
。
朝
鮮
の
陣
で
活
躍
す
る
（
註
3
7
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一

巻
j

二
八
九
頁
）
。

51

時
枝
平
太
夫
は
慶
長
期
知
行
三
千
石
（
福
岡
地
方
史
研
究
会
編
『
福
岡
藩
分
限
帳
集
成
』
〔
一
九
九
九
年
、
海
鳥

社
〕
四
頁
）
。

5
2
池
ノ
内
次
右
衛
門
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

，
 



石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

53

馬
杉
喜
右
衛
門
一
正
は
そ
の
父
を
薩
摩
と
い
い
、
そ
の
祖
父
は
監
物
と
い
う
。
先
祖
代
々
近
江
の
者
で
佐
々
木

（
六
角
）
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
喜
右
衛
門
は
弘
治
元
(
-
五
五
五
）
年
近
江
国
勢
田
に
生
ま
れ
る
。
永
禄
十
（
一

よ
し
す
け

五
六
七
）
年
八
月
、
佐
々
木
義
弼
（
六
角
義
治
）
が
将
軍
足
利
義
昭
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
時
、
十
三
歳
で
初
陣
を

果
た
す
。
天
正
十
八
(
-
五
九

0
)
年
、
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
、
相
模
山
中
城
合
戦
の
時
、
喜
右
衛
門
は
一
柳
伊
豆

守
直
末
に
仕
え
て
旗
奉
行
で
あ
っ
た
が
、
直
末
は
同
合
戦
で
戦
死
し
た
。
直
末
は
如
水
の
妹
婿
で
あ
り
、
そ
の
子
松

寿
丸
は
如
水
の
甥
に
あ
た
り
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
如
水
に
引
き
取
ら
れ
養
育
さ
れ
た
。
そ
の
時
喜
右
衛
門
も
松
寿

丸
に
随
い
如
水
の
も
と
に
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
鮮
陣
で
長
政
に
従
っ
て
渡
海
し
、
武
功
を
上
げ
た
。
特
に
晋
州

城
の
戦
い
で
黒
田
家
に
お
い
て
二
番
乗
り
を
果
た
す
。
筑
前
入
国
後
は
千
石
を
与
え
ら
れ
る
。
寛
永
十
四
(
-
六
三

七
）
年
、
八
十
三
歳
で
病
死
（
註
47
前
掲
書
六

0
七
・
六

0
八
頁
）
。

54

「
黒
田
家
譜
」
に
よ
る
と
、
九
月
九
日
中
津
城
を
出
陣
し
た
総
勢
は
八
千
余
人
と
あ
る
（
註
37
「
新
訂
黒
田
家
譜

第
一
巻
j

三
九
八
頁
）
。
「
石
垣
原
合
戦
記
」
に
お
い
て
黒
田
勢
を
少
な
く
記
し
て
い
る
の
は
、
如
水
が
戦
上
手
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
作
為
と
も
推
測
さ
れ
る
。

55

竹
森
清
左
衛
門
貞
幸
は
竹
森
新
右
衛
門
次
貞
（
石
見
）
の
嫡
男
で
あ
る
。
天
正
六
(
-
五
七
八
）
年
播
磨
国
姫
路

に
生
ま
れ
る
。
幼
名
少
助
。
慶
長
二
(
-
五
九
七
）
年
、
慶
長
の
役
で
初
陣
を
果
た
す
。
そ
の
後
喧
嘩
沙
汰
を
起
こ

し
長
政
の
怒
り
を
か
い
、
父
次
貞
か
ら
勘
当
さ
れ
る
。
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
、
故
郷
の
姫
路
に
帰
っ
て
い
た
が
、

長
政
が
家
康
方
に
属
し
て
戦
う
こ
と
を
聞
き
、
関
ヶ
原
の
長
政
の
陣
に
加
わ
り
、
そ
の
戦
功
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
帰
参
を
許
さ
れ
た
。
普
請
の
才
能
が
あ
り
、
江
戸
・
大
坂
城
の
天
下
普
請
の
お
り
は
黒
田
家
の
普
請
役
差
配

を
長
政
・
忠
之
か
ら
任
さ
れ
た
。
島
原
の
乱
に
も
参
戦
し
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
三
月
十
日
病
で
没
す
る
。
行

年
七
十
一
歳
（
註
47
前
掲
書
五
九
六
・
五
九
七
頁
）
。
竹
森
姓
で
清
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
の
は
管
見
の
限
り
彼
一
人

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
清
右
衛
門
貞
幸
の
在
世
時
に
「
石
垣
原
合
戦
記
」
は
編
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
貞
幸
は
石
垣
原
合
戦
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
勘
当
中
で
あ
り
、
美
濃
関
ヶ
原

の
長
政
勢
に
加
わ
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
清
右
衛
門
で
は
な
く
父
の
新
右
衛
門
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
新
右
衛
門
は
天
正

+
（
一
五
八
二
）
年
の
山
崎
合
戦
か
ら
旗
奉
行
と
さ
れ
、
関
ヶ
原
合
戦
で
は
次
貞
五
十
一
歳
、
老
年
で
あ
っ
た
た
め
、

毛
屋
主
水
が
黒
田
家
の
中
白
の
旗
十
二
流
の
う
ち
六
流
を
主
水
が
支
配
し
て
長
政
に
随
い
、
残
り
六
流
を
新
右
衛

門
が
支
配
し
て
如
水
の
供
を
し
た
と
い
う
（
同
五
九
五
・
五
九
六
頁
）
。

56

吹
貫
（
吹
抜
）
と
は
旗
の
一
種
で
、
吹
流
し
に
似
て
、
切
り
裂
い
た
長
い
布
の
口
を
ま
る
＜
輪
に
し
て
竿
に
つ
け

た
も
の
。
戦
国
時
代
末
期
か
ら
軍
陣
で
用
い
た
。
福
岡
市
博
物
館
に
は
福
岡
藩
士
三
奈
木
黒
田
家
に
伝
来
し
た
黒
田

家
の
大
馬
織
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
黒
田
長
政
と
二
十
四
騎
展
実
行
委
員
会
編
＝
黒
田
長
政
と
二
十
四
騎
黒
田
武

士
の
世
界
」
〔
二

0
0八
年
、
福
岡
市
博
物
館
〕
七
九
頁
）
。

57

竹
中
重
義
に
つ
い
て
は
八
百
啓
介
氏
の
論
考
が
あ
る
（
八
百
啓
介
「
長
崎
奉
行
竹
中
重
義
に
つ
い
て
ー
近
世
初
期

外
交
政
策
に
関
す
る
一
考
察
ー
」
〔
「
九
州
史
学
」
第
八

0
号
、
一
九
八
四
年
、
九
州
史
学
研
究
会
〕
）
。

58

垣
見
理
右
衛
門
は
垣
見
和
泉
守
一
直
の
兄
。
一
直
が
美
濃
国
大
垣
に
出
陣
し
て
い
た
た
め
理
右
衛
門
が
藤
井
九

左
衛
門
（
和
泉
守
夫
人
の
弟
）
ら
と
と
も
に
城
を
守
っ
て
い
た
（
註
37
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
』
四

0
二
頁
）
。

59

吉
弘
加
兵
衛
統
幸
の
先
祖
は
大
友
一
族
で
、
代
々
大
友
家
の
先
陣
を
務
め
た
と
い
う
。
祖
父
も
父
も
加
兵
衛
を
称

し
た
。
父
は
宗
甚
と
号
し
、
高
橋
紹
運
の
兄
で
あ
る
。
そ
の
た
め
統
幸
は
紹
運
の
甥
に
あ
た
り
、
立
花
宗
茂
は
従
兄

弟
で
あ
る
（
註
37
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
』
四
一
三
頁
）
。

60

宗
像
掃
部
鎮
続
は
義
統
の
側
近
。
大
友
氏
改
易
後
、
岡
城
主
の
中
川
氏
に
仕
え
る
。
義
統
の
決
起
に
と
も
な
い
、

大
友
軍
に
加
わ
る
（
「
週
刊
新
説
戦
乱
の
日
本
史
二
五
九
州
の
関
ヶ
原
j

〔二

0
0
八
年
、
小
学
館
〕
二
九
頁
）
。

61

都
甲
兵
部
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

62

竹
田
津
志
摩
入
道
は
大
友
軍
の
物
頭
。
浪
々
中
の
主
君
義
統
に
近
侍
し
た
と
い
う
（
註

60
前
掲
書
同
頁
）
。

む
ね
ひ
で

63

吉
良
伝
右
衛
門
統
栄
は
義
統
の
側
近
。
大
友
氏
改
易
後
も
義
統
に
近
侍
し
て
い
た
と
い
う
（
註

60
前
掲
書
同
頁
）
。

64

大
友
勢
の
数
に
つ
い
て
は
正
確
な
と
こ
ろ
は
定
か
で
は
な
い
。

65

石
垣
原
の
絵
図
が
三
奈
木
黒
田
家
文
書
の
う
ち
に
残
さ
れ
て
い
る
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館

九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
「
三
奈
木
黒
田
家
文
書
」
三
五
五
三
）
。
こ
の
絵
図
は
江
戸
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

（
統
幸
）

あ
る
。
石
垣
原
の
「
吉
弘
嘉
兵
衛
墓
、
下
馬
松
卜
云
」
と
い
う
場
所
に
つ
い
て
、
「
以
前
者
此
所
ヲ
騎
馬
ニ
テ
難
通

様
二
往
還
二
松
横
タ
エ
有
シ
ニ
其
松
枯
テ
後
、
ト
ベ
ラ
之
木
亦
以
前
之
松
ノ
如
シ
」
と
あ
る
。
ト
ベ
ラ
の
木
と
は
、

ト
ベ
ラ
科
の
常
緑
低
木
で
、
関
東
以
西
の
本
州
、
四
国
、
九
州
の
海
岸
に
生
え
る
木
で
あ
る
。

66

現
大
分
県
別
府
市
。
鶴
見
岳
の
東
麓
、
石
垣
原
扇
状
地
と
朝
見
川
の
断
層
崖
上
に
立
地
し
、
東
は
別
府
村
（
「
日

本
歴
史
地
名
大
系
四
五
大
分
県
の
地
名
j

〔
一
九
九
五
年
、
平
凡
社
〕
四
七
五
頁
）
。

67

註
48
参
照
。
「
黒
田
家
譜
」
の
注
記
に
も
「
此
度
（
石
垣
原
合
戦
筆
者
注
）
も
隼
人
（
野
村
市
右
衛
門
）
に
ま

し
た
ご
こ
ろ

さ
ら
ん
と
お
も
ふ
下
意
有
て
、
か
く
の
こ
と
く
諸
人
に
越
て
動
き
け
る
と
そ
聞
え
し
。
」
と
あ
る
（
註
37
「
新
訂
黒

田
家
譜
第
一
巻
』
四

0
八
頁
）
。

68

久
野
の
最
期
は
「
黒
田
家
譜
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
猶
敵
陣
へ
馳
か
A

り
、
馬
よ
り
お
り
立
小

膝
を
折
て
鎗
を
か
ま
へ
敵
を
待
う
け
、
向
ふ
て
か
A

る
者
を
討
取
。
敷
人
に
手
を
負
せ
、
勇
氣
を
振
ふ
事
甚
盛
な
り
。

さ
れ
ど
も
敵
大
勢
な
れ
ば
叶
ハ
ず
し
て
、
次
左
衛
門
ハ
終
に
討
れ
に
け
る
。
生
年
十
九
歳
と
ぞ
聞
え
し
。
（
次
左
衛

門
が
死
し
た
り
し
所
ハ
、
鶴
見
原
の
内
忠
内
が
堀
よ
り
、
四
町
は
か
り
南
、
立
石
の
方
な
り
。
）
次
左
衛
門
が
家
人
、

光
富
立
右
衛
門
（
二
十
八
歳
）
・
麻
田
甚
内
（
二
十
六
歳
）
．
稗
田
九
蔵
・
下
田
作
右
衛
門
・
久
保
庄
助
（
二
十
一
歳
）

等
も
、
命
を
軽
ん
じ
義
を
重
ん
じ
て
、
主
人
の
前
後
左
右
に
在
て
戦
ひ
け
る
が
、
六
人
の
者
共
一
所
に
て
皆
討
れ
に

け
る
。
」
（
註
37
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

四
0
八
頁
）
。
吉
弘
に
討
た
れ
た
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
が
、
こ
れ
は

作
者
が
久
野
の
最
期
を
劇
的
に
描
く
た
め
に
敢
え
て
改
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

69

小
栗
次
右
衛
門
は
後
藤
左
門
の
家
人
（
註
37
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

四
―
二
頁
）
。

70

「
黒
田
家
譜
」
に
お
け
る
吉
弘
統
幸
の
最
期
は
「
家
人
の
肩
に
か
A

り
て
引
退
け
る
処
を
」
、
「
何
の
苦
労
も
な
く

突
倒
し
て
首
を
取
。
」
と
あ
る
（
註
37
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
」
四
―
二
頁
）
。

な

お

さ

71

大
野
勘
右
衛
門
直
生
は
天
正
十
三
(
-
五
八
五
）
年
に
羽
柴
秀
吉
が
四
国
を
平
定
し
た
後
、
安
国
寺
恵
境
に
従
っ

た
大
野
左
馬
右
衛
門
直
吉
の
子
。
弟
に
久
弥
氏
重
、
忠
右
衛
門
吉
乗
が
い
る
。
勘
右
衛
門
・
久
弥
・
忠
右
衛
門
の
三

兄
弟
は
、
直
吉
の
死
後
に
豊
前
国
中
津
へ
移
り
住
み
、
黒
田
二
十
四
騎
の
井
上
之
房
を
頼
っ
て
黒
田
家
に
仕
え
る
。

筑
前
入
国
後
、
井
上
之
房
が
黒
崎
城
を
預
け
ら
れ
た
際
、
三
人
共
に
之
房
に
与
力
と
し
て
付
け
ら
れ
、
勘
右
衛
門
は

五
百
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
（
高
山
英
朗
解
説
「
福
岡
市
博
物
館
常
設
展
示
室
解
説
三
三
三
大
野
忠
右
衛
門

展
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
。

72

大
野
久
弥
氏
重
に
つ
い
て
は
註
71
を
参
照
。
筑
前
入
国
後
、
五
百
石
を
与
え
ら
れ
る
。

73

宗
像
掃
部
の
最
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
「
黒
田
家
譜
」
に
は
そ
の
最
期
の
描
写
は
な
い
。
江
戸
期
の
軍
学
者

宮
川
尚
古
が
記
し
た
「
関
原
軍
記
大
成
」
に
は
「
曾
我
部
五
右
衛
門
は
、
武
功
あ
る
者
と
て
、
如
水
よ
り
久
野
が
後

（
守
友
隆
）

10 



石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

（
守
友
隆
）

見
に
付
け
ら
れ
し
が
、
久
野
を
討
た
せ
て
は
、
主
君
に
拝
謁
す
べ
き
様
な
し
と
て
、
面
も
振
ら
ず
、
敵
陣
へ
馳
せ
入

り
、
宗
像
掃
部
と
、
馬
よ
り
組
ん
で
落
ち
け
る
が
、
刺
違
へ
て
終
に
死
す
。
」
と
あ
る
（
黒
川
真
道
編
『
国
史
叢
書

関
原
軍
記
大
成
j

〔
一
九
一
六
年
、
国
史
研
究
会
〕
六
三
頁
）
。
「
豊
後
陳
聞
書
」
（
別
名
「
黒
田
如
水
石
垣
原
軍
記
」
）

に
も
「
宗
像
掃
部
ハ
曾
我
部
五
右
衛
門
尉
卜
組
テ
、
互
二
指
違
テ
死
ト
ソ
聞
ヘ
シ
。
」
と
あ
る
（
『
続
群
書
類
従
第
二

三
輯
上
合
戦
部
j

〔
一
九
二
四
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
〕
ニ
ニ
八
頁
）
、
垣
本
言
雄
校
訂
『
大
分
縣
郷
土
史
料
集
成
』

戦
記
篇
所
載
）
。

か

し

ら

な

り

さ

ん

74

頭
成
は
現
大
分
県
日
出
町
豊
岡
。
別
府
湾
の
西
岸
が
北
へ
延
び
、
北
岸
へ
と
東
に
曲
折
す
る
地
点
の
三
川
河
口
に

位
置
す
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
森
藩
領
で
、
頭
成
湊
を
擁
す
る
町
場
と
し
て
同
藩
の
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た

（註
66
前
掲
書
四
三
四
頁
）
。

じ
っ
そ
う
じ
ゃ
ま

75

実
相
寺
山
は
現
大
分
県
別
府
市
に
あ
る
。
石
垣
原
扇
状
地
の
中
央
部
に
あ
り
、
標
高
一
六
九
・
八
メ
ー
ト
ル
。
石

垣
原
扇
状
地
は
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
徳
川
方
の
黒
田
如
水
・
細
川
家
臣
松
井
康
之
軍
と
、
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
大

友
軍
と
の
激
戦
が
あ
っ
た
所
で
、
こ
の
合
戦
を
石
垣
原
合
戦
と
い
う
（
註

6
6前
掲
書
四
七
八
•
四
七
九
頁
）
。

76

宗
徒
は
「
む
ね
と
」
と
軍
記
物
語
の
決
ま
り
文
句
の
よ
う
な
も
の
で
、
意
味
と
し
て
は
「
〔
宗
と
な
る
も
の
の
意
〕

つ
は
も
の

あ
る
集
団
の
中
で
、
主
だ
っ
た
者
。
中
心
と
な
る
者
。
」
と
あ
り
、
「
平
家
物
語
」
に
も
「
む
ね
と
の
兵
物
舟
余
人
」

（註
39
前
掲
書
下
巻
―
二
八
頁
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
石
瀧
豊
美
氏
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
石

瀧
氏
か
ら
さ
ら
に
、
軍
記
物
の
決
ま
り
文
句
の
出
現
頻
度
の
よ
う
な
も
の
が
、
研
究
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
御
教
示
も
い
た
だ
い
た
。

77

吉
良
を
討
ち
取
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
「
黒
田
家
譜
」
、
「
豊
後
陳
聞
書
」
で
は
井
上
之
房
の
郎
等
、

大
村
六
大
夫
と
い
う
人
物
が
討
ち
取
っ
た
と
あ
る
（
註
37
「
新
訂
黒
田
家
譜
第
一
巻
j

四
一
七
頁
。
註
73
「
続
群
書

類
従
第
二
三
輯
上
合
戦
部
j

ニ
ニ
七
・
ニ
ニ
八
頁
）
。

78

中
川
秀
成
は
元
亀
元
(
-
五
七

0
)
年
摂
津
国
に
生
ま
れ
る
。
父
は
中
川
清
秀
、
兄
は
中
川
秀
政
。
朝
鮮
の
役
で

兄
秀
政
が
戦
死
し
た
た
め
遺
領
を
継
ぐ
。
文
禄
三
(
-
五
九
四
）
年
二
月
、
豊
後
国
岡
城
七
万
四
千
石
の
城
主
と
な

る
。
慶
長
五
（
一
六

0
0
)
年
九
月
段
階
秀
政
は
岡
城
に
在
城
し
て
家
康
と
誼
を
通
じ
て
い
た
が
（
「
寛
政
譜
第

五
j

二
七
頁
）
、
元
大
友
家
臣
で
あ
り
当
時
秀
成
に
仕
え
て
い
た
田
原
紹
忍
・
宗
像
掃
部
が
石
垣
原
合
戦
に
際
し
て

中
川
家
の
旗
印
を
盗
み
出
し
て
大
友
軍
に
加
わ
っ
た
た
め
、
如
水
か
ら
石
田
方
と
の
嫌
疑
を
う
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
秀
成
は
そ
の
嫌
疑
を
晴
ら
さ
ん
が
た
め
石
田
方
の
臼
杵
城
主
太
田
飛
騨
守
と
戦
い
勝
利
を
得
た
（
著

作
者
不
明
「
西
治
録
」
〔
垣
本
言
雄
校
訂
「
大
分
縣
郷
土
史
料
集
成
戦
記
編
j

、
一
九
七
三
年
、
臨
川
書
店
〕
七
七
六

S
七
八
六
頁
）
。

（
マ
マ
）

79

「
愚
将
な
る
左
兵
衛
へ
な
れ
と
も
、
弥
然
る
へ
し
と
そ
降
参
に
極
り
け
る
運
の
程
こ
そ
哀
れ
な
り
、
」
と
い
う

作
者
の
義
統
評
は
極
め
て
辛
辣
で
あ
る
。
山
本
博
文
氏
は
、
「
中
世
の
名
の
あ
る
武
士
の
数
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ

け
で
は
な
い
。
武
士
と
し
て
の
行
動
は
、
武
土
社
会
の
な
か
で
は
明
ら
か
で
あ
り
、
卑
怯
な
行
動
を
と
れ
ば
す
ぐ
に

悪
い
評
判
が
立
ち
、
軍
記
な
ど
を
通
じ
て
末
代
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
」
（
山
本
博
文
『
武
士
と
世
間
な
ぜ
死
に
急
ぐ
の
か
j

〔二

0
0
三
年
、
中
央
公
論
新
社
〕
六
八
頁
）
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
他
の
軍
記
や
史
料
、
具
体
的
に
は
「
黒
田
家
譜
」
、
「
豊
後
陳
聞
書
」
（
別
名
「
黒
田
如
水
石
垣
原
軍

記
」
）
、
「
関
原
軍
記
大
成
」
で
は
義
統
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
評
価
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
愚
将
な
る
左

兵
衛
」
（
義
統
）
と
「
英
勇
才
覚
」
、
「
御
英
勇
」
な
る
名
将
の
如
水
と
い
う
極
め
て
分
か
り
や
す
い
二
項
対
立
的
に

こ
の
原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
八
幡
郷
土
史
会
事
務
局
長
の
児
玉
義
信
先
生
、
九
州
大
学
大
学
院

比
較
社
会
文
化
研
究
院
高
野
信
治
先
生
か
ら
多
く
の
御
教
示
・
御
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謝
辞

「石垣原合戦記」の一部（北九小i'I市八幡西区生涯学習センター郷土資料室蔵）

描
こ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

※
史
料
中
の
人
名
比
定
に
は
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
j

1
 

-
-
-
-
-
二
二
(
-
九
六
四
＼
一
九
六
七
年
、
続
群
書
類
従
完
成

会
）
、
黒
田
長
政
と
二
十
四
騎
展
実
行
委
員
会
編
『
黒
田
長
政
と
二
十
四
騎
黒
田
武
士
の
世
界
J

(二

0
0
八
年
、

福
岡
市
博
物
館
）
、
「
週
刊
新
説
戦
乱
の
日
本
史
二
五
九
州
の
関
ヶ
原
J

(二

0
0
八
年
、
小
学
館
）
を
利
用
し
た
。
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"The Records of War in Ishigakibaru: Materials 

the Biography and the Records of the 'Ishigakibaru' 

'Sekigahara'Battles in Kyushu" 

contains. 

(Volume I) 

on 

and the 

Takashi MORITOMO 

"The Records of War in Ishigakibaru" is a record which illustrates the battle that had taken place in 

Ishigakibaru in September, 1600. This was a battle between Kuroda J osui, who took sides with the 

Eastern army (Tokugawa side), and Otomo Y oshimune, who took sides with the Western army (Isida 

side). In the same time, the U esugi army (Isida side) N aoe Kanetugu led the battle against the Mogami 

army (Tokugawa side) in Hasedo castle. It is called "Sekigahara in the Tohoku district". In relation 

to this, the war in Ishigakibaru is called "Sekigahara in the Kyushu district". 

The modern war tales such as "The Records of War in Ishigakibaru" have not been considered 

valuable either by historian or litterateur. Therefore, research on this war tale is yet to be done. These 

war tales, however, suggest that Josui and other samurais had character. In such an aspect, the readers 

of "The Records of war in Ishigakibaru" may find this record not only as a war tale but also as a 

biography. 

The admiration for J osui and Kuroda family is one of the distinctive characters that this war tale 

Also, the description of J osui is worthy of note. J osui's joy, anger, sadness and pleasure had 

been directly written down. It makes this war tale more valuable. 

In fact, a single combat of Inoue Yukifusa (karo of Kuroda family) and Y oshihiro Muneyuki (karo 

of Otomo family) is typical of war tales. The brotherly love of Ono Kanzaemon (older) and Ono Kyuya 

(younger) is also commonly found in war tales. The former one is based on historical facts, but the latter 

one is based on fictional elements. I assume that the writer created these elements on purpose to give 

more value to literature. For this reason he added work of art to this record. 

Unfortunately, the writer and the written date of this war tale have not been identified. However, the 

fact that we are able to know what the modern people, or'edobito'thought is very important. 

石
垣
原
合
戦
記

九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
（
上
）

（
守
友
隆
）
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